




巻頭図版

明治初年ごろの高知城本丸前

明治初期の追手筋 と高知城

（高知市民図書館蔵）





序

高知城は、観光県高知のシンボル的存在 として、毎年県内外からの大勢の観光

客をお迎えしてお ります。また、高知県民の日常生活の中において も、散歩や

ジョギング、小学校の遠足や写生会、そして花見など、日々訪れる人は絶えませ

ん。斯様に身近な印象の強い高知城でありますが、その地中には山内時代から長

宗我部時代にまで溯る貴重な文化財が包蔵されております。

この度の調査は、高知市立動物園跡地の史跡整備事業に際し、遺構の遺存状態

等を把握することを目的 とし、その結果 を整備計画に活用することを前提に、財

団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが実施 したものであります。当初、良

好な遺存状態は予想されてお りませんでしたが、これに反 して中近世の種々の貴

重な新資料が出土 し、大きな成果をあげることができました。

本書が歴史学及び考古学等、学術研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、この度の調査に際 しまして多大な御協力を賜 りました高

知城管理事務所をはじめとする関係者、ならびに調査、整理作業に従事 していた

だきました皆様に心より御礼申し上げます。

平成7年3月31日

（財）高知県文化財団埋蔵文化財センター

所 長 原 雅 彦





例 言

1． 本書 は史跡整備事業 に伴 う、高知城跡の発掘調査報告書 である。

2． 高知城跡の所在地 は高知県高知市丸 ノ内で ある。

3． 調査対象面積 は2,100㎡ 、発掘調査面積 は930㎡ であ る。調査期 間は平成6年7月4日 ～10月6

日である。

4． 発掘調査 及び整理作業 は財団法人高知県文化財 団埋蔵文化財セ ンターが実施 した。調査体制 は

以下の とお りである。

調査 員 森 田尚宏 （財 団法人高知県文化財 団埋蔵文化財セ ンター ・調査第2係 長）

同 宮地早 苗 （ 同 ・主任調査員）

同 寺川 嗣 （高知県教育委員会 文化振興課埋蔵 文化財班 ・社会教育主事）

同 曽我貴行 （財 団法人高知県文化財 団埋蔵文化財セ ンター ・調査員）

調査総括 明神睦起 （ 同 ・調査課長）

調査事務 井上 幸雄 （ 同 ・総務課長）

同 三浦康 寛 （ 同 ・総務課主幹）

5． 本書の執筆 ・編集 は宮地早苗、 曽我貴行 がおこなった。執筆分担 は以下の とお りである。

宮地 第Ⅱ章、第Ⅳ章－（4）～（7） 曽我 第 Ⅰ章、第Ⅲ章、第Ⅳ章 －（1）～（3）、第Ⅴ章

6． 遺構等 につ いてはそれぞれSD（ 溝状遺構 ）、SK（ 土坑状遺構 ）、SX（ 石 列状遺構、礎

石）、P（ ピッ ト状遺構 ）、TR（ トレンチ）等 の略号で表 記 し、遺構 番号 は各調査区での通 し

番号であ る。

7． 遺物実測図の縮尺 は1／3を 基本 とし、 これに一部 は1／1（ 銭貨）、1／4（ 軒丸瓦 ・軒平

瓦 ・火鉢 ・大型の陶器）、1／6（ 丸瓦 ・平瓦 ・大型の陶器） の縮尺 とした。図版及び挿図中の

番号 は実測図の番号 と一致 している。

8． 出土遺物 の色調 については 「新版標準土色帖1994年 版」 の名称 を使用 した。

9． 図1は 国土地理院1：25,000地 形 図 「高知」 を使 用 した。

10． 遺構測量 な らび に遺物の取 り上げ は任意座標でお こない、挿図 中の標 高は海抜高 を示す。

11.出 土 した肥前系陶磁器の一部 については、村上伸 之氏 （有 田町歴史民俗資料館）か ら数多 くの

有益 な御助言、御教示 を賜 った。記 して衷心 よ り謝意 を表 したい。

12． 巻頭写真図版の掲載 に際 して は、所蔵機関で ある高知市民図書館 資料室 の御快諾 をいただ き、

種々の御配慮 を賜 った。記 して衷心 よ りの謝意 を表 したい。

13． 発掘調査 においては田上浩氏 （高知 市教育委員会派遣職員）の御協 力を得 た。 また発掘調査及

び報告書作成 に際 しては、財団法 人高知県文化財団埋蔵文化財セ ンター、高知県立歴史民俗資料

館、高知県教 育委員会 の諸氏か ら御助言 ・御協力 を賜 り、整理作業 では財団法人高知県文化財団

埋蔵文化財セ ンターの整理作業 員の皆様の御協力 を得 た。

14.発 掘作業 においては、共運工業有 限会社、な らびに高知市及び近郊 の方 々の献 身的な御協力 を

得た。次 に御芳 名 を記 し、厚 く御礼 申 し上 げたい。

池田久利 島津忠利 島津清代香 松本千代 中平 教 上 田佳津子

川 中典代 谷岡正章 和 田 誠 小松和則 石川康人

15． 遺跡 の略号 は 「94－13KC」 とし、 出土遺物 の注記等 には これ を使用 した。

16． 出土遺物等 は財 団法人高知県 文化財団埋蔵 文化財セ ンターで保管 してい る。
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第 Ⅰ章 調査に至 る経過

高知城跡伝御台所屋敷跡は、高知城本丸の西側に位置する曲輪跡である。ここには昭和25年 に高

知市立動物園が建設され、平成4年 の動物園移転までの42年 間存続 していた。動物園の移転後、こ

の曲輪跡の史跡公園としての整備計画が高知県教育委員会 によって策定される運びとなった。つい

ては、整備に先立って当該箇所の城郭遺構の遺存状態を把握することが急務 となった。こうして、
（1）

平成5年 度に高知県教育委員会主体による遺跡の確認調査が実施 された。調査は、平成5年7月12

日～10月15日 の間おこなわれ、大方の予想に反 して、動物園に伴 う攪乱層下に近世の遺構が残存 し

ていることが判明 した。その際の検出遺構は、石組み溝跡 ・石列状遺構 ・礎石 ・石垣等で、陶磁器

・瓦及び魚介類を主 とする食物残滓等の遺物が出土 している。 このような成果に恵まれたことも

あって、当初の計画通 り単年度で対象範囲全域の確認調査 をおこなうことは困難 となり、当該年度

は主に伝御台所屋敷跡を構成する2つ の平坦地形のうちの西側下段部分 に関 しての資料を蓄積する

に留 まった。

平成5年 度の確認調査によって、高知市立動物園跡の整備対象地には高知城に関連する遺構が残

されていることは明確 となった。整備計画は、これ らの調査成果を公園整備の中に積極的に活かす

方向で進め られることとなり、そのうえでも平成5年 度調査で十分には把握できなかった伝御台所

屋敷跡の東側上段部分に関する地中情報の収集が不可欠であった。

以上の経緯に基づ き、平成6年 度の今次調査が実施 されることとなった。調査は史跡整備を前提

においた遺構内容の把握を目的とし、随時設計担当部局との協議 を交えつつ実施するものとした。

また、いうまでもないが、調査の性格上、遺構及び遺構面の必要以上の断ち割 り・破壊は、極力回

避することとし、完堀 した遺構及び遺構面には砂 を充填 ・散布 して保護に努め、併せて後世の調査

のための標示に供することとした。発掘調査は高知県教育委員会の委託を受けて、財団法人高知県

文化財団埋蔵文化財センターが実施 した。また、調査には高知県教育委員会か ら調査職員1名 の派

遣による援助を受けた。発掘調査期間は平成6年7月4日 ～10月6日 で、10月1日 に調査成果の現

地説明会 を開催 した。調査対象面積は伝御台所屋敷跡全域約2,100㎡ で、発掘調査面積は930㎡ で

あった。

註

（1）近森泰子 「高知城跡 御台所屋敷跡」 『埋文 こうち第7号 』高知県教育委員会1994年 同 「高

知城跡 ・御台所屋敷跡」 『高知県埋蔵文化財センター年報3』（財）高知県文化財団埋蔵文化財セン

ター1994年



第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

高知城跡 は、高知市の中央部 にあ る大 高坂 山 （標 高42.8ｍ ） に所在す る。高知市 は高知県の 中央

部 に位置 し、東 を南国市、北 を土佐 山村 と鏡村、西 を伊 野町 と春野町 に接 す る、面積144.68平 方 キ

ロメー トル、人 口約31万9千 人 を有 す る高知県 の文化、産業、商業 の中心地 であ る。

市街の南部 は土佐湾 に面 し、鏡川 、国分川 、舟 入川 、江の 口川、下 田川が注 ぐ浦戸湾が 内陸深 く

入 り込み、 自然の良港 とな ってい る。北部か ら西部 にかけては標高400～600メ ー トルの 山地が連な

り、東部 には高知平野が広 が ってい る。現在 の平 野部は、中世 頃 までそのほ とん どが 内海で あった

が、鏡川 などの堆積 や隆起 、近世 にな ってか らの干拓 に よ り、 ほぼ現在 の状態 になっている。

高知市 に所在す る遺跡 は、高知市及び高知県教 育委員会 が実施 した詳細分布調査 （1992年） によ

る と、 その数約180遺 跡 に及ぶ。原始時代 の遺跡 につ いて は、 内海 が現 市域平地部 の大 半 を占めて

いたため、低 地か らの発見 はな く、山地 ・丘 陵部 に限 られてい る。以下 に高知城跡 を中心 に周辺の

遺跡 につ いて概観 したい。

旧石器時代の もの として は、高知市域 東部 の高間原1号 古墳 よ り終末期 のチャー ト製細石核が1

点発見 され ている。

縄文時代 につ いて も現在 の ところ、住 居跡 の確認 された ものはない。縄文前期初頭の長浜チ ドノ

遺跡 か らは、羽島下層式土器の深鉢 が検 出 されてい る。 また、後期 ・晩期 では、正蓮寺遺跡か ら土
（1）

器 片が、柳 田遺跡か ら も平成4年 度の調査 に よ り、 土器 ・石器 ・勾玉 な どが 出土 している。

表1高 知城跡 と周辺の遺跡一覧



図1高 知城跡 と周辺の遺跡 （S＝1/25,OOO）



弥生時代では、前期末の柳田遺跡が現在最 も古 く、鏡川 と神田川 に挾 まれた自然堤防上で大篠式

の壺などが検出され、集落の存在 とともに、この周辺で祭祀が行われていた ものと考えられている。

中期から後期にかけては、かろー と口遺跡、城山遺跡、高天原遺跡などがある。 これらは山地、丘

陵部に立地 した遺跡である。この時期の注目される出土遺物 として、県下最古の中広形銅矛2本 が

池地区の長崎より、また県下唯一の有柄式石剣 と片刃石斧が北秦泉寺 より出土 している。

古墳時代では、現在のところ前期のものは確認 されておらず、そのほとんどが中期から後期の も

の とみ られ、秦泉寺など北部から東部の山麓部にこの時期の古墳が集中している。 また、西部か ら

南部にかけての丘陵部では、塚の原古墳群が存在 してお り、発掘調査により、須恵器、装身具、鉄

刀子などが出土 している。

古代では 『和名抄』によると、高知市は長岡、土佐、吾川の三郡にわたり、長岡郡の介良郷、大

角郷、土佐郡の土佐郷、神戸郷、高坂郷、鴨部郷、朝倉郷、吾川郡の仲村郷の存在が記載されてい

る。また、条里制地割が現在 も残 ると考えられる地域は、朝倉の海老が橋東北方、布師田の国分川

右岸が挙げられる。寺院の遺跡は、白鳳期の瓦が出土する秦泉寺廃寺跡、五台山山頂にある竹林寺

跡がある。

中世では、本調査地である大高坂城に関係する主な城館についてみたい。高知県に存在 した城は

約350近 くあるが、そのほとんどは中世城館で占められている。高知市には43の城館跡がある。大

高坂城は南北朝期、大高坂山にあった大高坂氏の居城であり、 『佐伯文書』によると 「大手」 「一

の城戸」 「西大手」 「西の城戸」を備えた堅固な城であったことが分かるが、その全容は定かでは

ない。南朝方の主力であった大高坂松王丸の戦死以降、長宗我部氏が岡豊より移って くるまでにつ

いては、資料等 もな く不明である。長宗我部氏は四国平定を成 した後、大高坂城 を居城 に城下 を形

成 しようとするが、治水工事などに失敗 し、居城 を浦戸城へ と移す。浦戸城 は市域の南、浦戸湾を

一望する高台に設けられ、長岡郡本山に拠点を持つ本山氏の出城であったが、長宗我部氏に敗れ、
（2）

以 降長宗我部氏の支配下の城 となる。平成5年 度 に行なわれた発掘調査 に よって石垣 が検 出 され、

天 守台 とともに市史跡 に指 定 され た。戦 国時代 の高知市周辺 には、本 山氏 の勢力下 の城跡 が多 く、

朝倉城 跡、神森域 跡、久万城 跡 な どが あげ られ る。西 の朝倉城 跡 に は、詰 の郭 、堀、井戸 な どが

残 ってお り、県の史跡 に指 定 されてい る。東の大 津城跡 は天竺氏 の居城 であったが、津野氏 に滅ぼ

され、 その後、長宗我部国親 の手 にお ちてい る。現在 、北馬場、西木戸、本 ノ丸、二 ノ丸、三 ノ丸

跡 が確認 で きる。

近世 の遺跡 は市内 に10遺 跡 が確 認 されてい る。本調査地 の高知城跡 は、高知市 の中心部 にある大

高坂 山に立地す る城 郭跡で国史跡 に指 定 されてい る。 高知城 は、 関 ヶ原合戦後 に入国 した山内一豊

に よって慶長6（1601） 年 か ら築城 され る。城 の建物 は享保12（1727） 年 に火災 に遭 うが再 建 され、
（3）

現在、城の建築物は国の重要文化財に指定 されている。平成5年 度の御台所屋敷跡の発掘調査では、

ピット・礎石 ・溝跡等の遺構、及び上段部に続 く傾斜部分に石垣が、それぞれ検 出されてお り、多

量の瓦 ・陶磁器類が出土 している。窯跡では、高知城の北西に土佐藩の陶器を焼いた尾戸窯跡があ

る。現在、宅地等になってお り遺構などは不明である。その後幕末に至 り、陶製地 は鏡川南岸にあ

る能茶山 （標高26.1ｍ ） に移された。 この地は良質の陶土が産出 し、現在 でも窯跡が頂上付近に



（4）

残っている。屋敷跡で発掘調査の成されたもの として、万葉集の研究で知られる鹿持雅澄邸跡があ

る。調査によって土坑、掘立柱建物跡、能茶山焼の陶磁器、肥前系の磁器が検出され、現在、遺跡

は県史跡に指定されている。寺社跡 としては、五台山の西の山腹にある吸江庵がある。この地は僧

夢窓 （後に吸江庵）が鎌倉時代、土佐の臨済宗の道場 として開いた寺であり、土佐国中世禅宗文化

の中心 となった。近世に入ると山内一豊の儀子である湘南により復興されるが、明治初年廃寺 とな

る。現在、創建期の もの といわれる石段 ・石垣が残 り、吸江庵跡 として県史跡に指定されている。
（5）

昭和60年 に発掘調査が行われ、溝状遺構、基壇状遺構が確認されると共に、近世陶磁器 ・土師質土

器 ・瓦質土器 ・焼塩壺 ・瓦などが出土 している。

以上簡単に高知市の遺跡について概観 したが、各時代 とも未だ不明な部分 も多 く、今後の調査に

より明らかにされるもの と思われる。
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第Ⅲ章 調査の概要

（1） 高知城跡の概要
（1）

高知城 跡 は、慶 長6（1601） 年、関 ヶ原合戦 の戦功 に より土佐 に封ぜ られ た遠州掛川城 主山内一

豊 によ りその構築 が開始 され る。築城 は築城総奉行百 々越前が 中心 となって遂行 され、本丸 ・二の

丸 は慶 長8（1603） 年、三 の丸 は慶長16（1611） 年 にそれ ぞれ完成 して いる。特 に三の丸形成 には

高知城 北西方向へ尾根上 に続 いていた中高坂 山を削平 し、 その土砂 を運んで盛土成形 をお こな うと

い う大土木工事 が実施 された と伝 え られてい る。 こ うして四層六階の天守 を控 え、二の丸、三の丸

等の曲輪 を階郭式 に配置 す る平 山城、高知城が完成す る。 しか し、享保12（1727） 年、追手門ほか

を残 して大 半の建築物 は火災 に よって消失 して しま う。 それ らは享保14（1729） 年か ら宝暦3（17

53） 年 にか けて再建 され、 旧状 に復 している。 こ うした災禍 に も拘 わ らず、創建 当初の姿 を現代 ま

で留めて きた追手門をは じめ とす る天守閣 ・本丸御殿 ・東西多聞等の建物 は、昭和26（1951） 年、

国の重要文化財 に指定 され、 また城跡全域 は昭和34（1959） 年 に国史跡 として指 定 を受けてい る。

図2高 知城跡 調査対象地位置 図 （S＝1/2,000）



なお、二の丸 ・三の丸等 に所在 していた大書院 ・表御殿 ・奥御殿等の建物は、廃藩置県に伴い、明

治政府により解体 ・撤去がおこなわれ、その跡地は一部 の礎石や、庭跡 を残 し、植栽等によって公

園化されている。

また、高知城跡の立地する大高坂山には、山内氏以前に2度 、城郭 として利用された記録がある。

1つ は南北朝時代の大高坂氏による大高坂城であ り、1つ は長宗我部氏が築城 を試みたものである。

南北朝時代 には、土佐 における南朝方主力であった大高坂松王丸が居城 としてお り、城をめぐって

激戦が展開されたことが記 されている。暦応3年 （1340年）の松王丸戦死以後、戦国時代に至るま

では廃城であったとみられるが、大高坂氏の子孫は続いてお り、戦国時代には本山氏に属 した後、

長宗我部氏に従 っている。その後、天正16年 （1588年）に、長宗我部元親が居城を岡豊か ら大高坂

に移 しているが、時を経ず して浦戸へ と移転 している。

高知城跡における、現状変更等に伴 う埋蔵文化財の発掘調査は、規模の大小 を問わなければ、毎

年のようにおこなわれている。過去のこのような成果 をここで総括することはできないが、それ ら

の多 くは工事立会等で対応 されてお り、そのような性格上、調査成果を公表する機会が十分に与え

られているとは言い難い。近年、とみに増加傾向にある高知城跡関係の各種調査の成果を、そろそ

ろ何 らかの形で総括 してお くべ き時期に差 しかかっているのかもしれない。高知城跡伝御台所屋敷

跡に係 る調査は、平成5年 度に実施 された確認調査 を挙げることができる。

（2）伝御台所屋敷跡の概要
（2）

伝御台所屋敷跡は、高知城本丸の西方下段部に位置する曲輪で、標高はおよそ22ｍ を測る。この

曲輪は、明治6年 に記録 された絵図によれば、周囲 をコケラ葺塀で囲まれ、平面形で不整多角形 を

呈する様子が描かれている。なお、曲輪内に建物は描かれていない。 「御台所」 という名称が曲輪

の性格を表わすものだとすれば、 どのように解釈すれば良いのか、また建物が存在 しなかったとす

ればどのような機能を果た していたのか等、伝御台所屋敷跡については不明な点が多い。なお、伝

御台所屋敷跡には、昭和25年 に高知市立動物園が開園 し、平成4年 に移転するまでの約40年 の間、

ここに存続 していた。

（3）伝御台所屋敷跡の既往の調査

伝御台所屋敷跡の史跡整備に際 し、同曲輪の遺構の遺存状態を把握することを目的として、平成
（3）

5年 度に確認調査が高知県教育委員会によって実施されている。この調査 によって、数々の攪乱を

辛うじて免れていた。石組み溝跡 ・石列状遺構 ・礎石 ・石垣等の遺構群が検出され、また陶磁器 ・

瓦 ・魚骨や獣骨等の食物残滓等の遺物が出土 している。以上 は主に近世の所産 とされているが、一

部これらの遺構面以下に異なる時代の遺構面が遺 されていることも確認されていた。

（4） 調査の方法

今次調査は、伝御台所屋敷跡全域を対象範囲としたが、前年度の調査に基づいて生 じたいくつか

の課題 に一定の解答を得るべ く、各課題 にそった方針で調査区を設定 し、それぞれの目的に応 じた



図3調 査区 配置図 （S＝1/500）

調査 方法 で、 これ を実施 した。調査 区は以上 の 目的 と調査手順上 の理 由 とに よって7箇 所 に分 けて

取 り扱 うこ ととし、各々 を Ⅰ区～Ⅶ 区 と呼称 した。各調査 区につ いては後述す るが、調査 目的のみ

を列挙 す ると以下の ようにな る。

Ⅰ～Ⅲ 区 ：伝御台所屋敷 跡東側上段部 の遺構分布確認

Ⅳ 区 ： 〃 北側石垣裏 込め状態 の確認

Ⅴ 区 ： 〃 東側上段部 の南側斜面地 山 （岩盤）地形の確 認

Ⅵ 区 ： 〃 東側上段部 と西側下段部 間の遺構面 ・地 山 （岩盤）地形の関係確 認

Ⅶ 区 ： 〃 西側 下段部石組 み溝跡 の追跡、下位の遺構 面確 認

調査 区 の面積 はそれ ぞれ Ⅰ区 ：255㎡ 、 Ⅱ区 ：59㎡ 、Ⅲ 区 ：470㎡ 、Ⅳ 区 ：25㎡ 、 Ⅴ区 ：22㎡ 、Ⅵ

区 ：27㎡、Ⅶ 区 ：72㎡で、発掘調査面積 は合計930㎡ である。

調査対象地の表土 ・攪 乱層及び無遺物 層は、 重機 （ユ ンボ） を使用 して除去 し、遺物包含 層の掘

り下げ、遺構検 出、及び遺構掘 り下げ等 は人力に よってお こなった。



遺構実測及び遺物の取 り上げについては、平成5年 度調査時に設定された任意座標 を引き続 き利

用 し、一辺4ｍ の区画 （グ リッド）を最小単位 として実施 した。なお、調査後公共座標第Ⅳ系への

取 り付けをアジア航測株式会社に委託 して実施 した。
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第Ⅳ章 調査の成果

今次調査で は、上 述の ように7つ の調査 区 を設定 し、それぞれの調査 目的 に沿 って各 区の調査 を

実施 した。本章で はこれ らの成果 を各調査 区 ごとに、 Ⅰ区か ら順 に記述 してい くこととす る。

（1） Ⅰ区 の調査

1． Ⅰ区の概要

今次調査で最初 に着手 した調査区であ り、調査

区全体の中では北東端部 に位置する。調査区東側

は一部にコンクリー ト擁壁 を施工 した急峻な斜面

であり、北東方に向かって上 っている。 また、調

査区北側は石垣が築かれた斜面であ り、北方に向

かって急激に下っている。 Ⅰ区は平面形不整台形

状を呈 し、面積 は255㎡ である。
図4Ⅰ 区 の位 置 （S＝1/1,500）

2． 層 序 （図6）

調査によって確認された基本層序は、第 Ⅰ層 ：表土、第Ⅱ層 ：客土 ・攪乱層、第Ⅲ層 ：橙黄色礫

砂土 （盛土層）、第Ⅳ層 ：橙黄色砂質土 （盛土層）、第Ⅴ層 ：橙色礫 （岩盤）である。第 Ⅰ層は攪

乱層上面部分で、植物根の自然攪乱及び腐植土壌の形成によって色調の変化 している部分である。

なお、地表面にも瓦等が散布 している状態であった。第Ⅱ層上面が近世～近代の遺構面 となってお

り、後述する石列状遺構 ・礎石 ・土坑状遺構等の遺構群はいずれ もこの面で検出された。第 Ⅰ・Ⅱ

層には瓦 ・陶磁器等の遺物が多量に含 まれる。また、第Ⅱ層～第Ⅳ層はいずれ も客土 とみられるも

のであるが、第Ⅲ ・Ⅳ層には遺物は殆 ど含 まれていない。以上か ら、客土搬入の時期は複数存在す

ることが看取 される。

3． 検 出の遺構 ・遺物

Ⅰ区で は、第 Ⅰ ・Ⅱ層 か ら大量 の瓦 と土師質土器 ・須恵器 ・陶磁 器 ・焼塩 壺等の遺物 が出土 した。

また、第 Ⅱ層上面 において、石列状遺構 ・礎石 ・土坑状遺構 等の遺構 を検 出 したが、 これ らも多 く

の遺物 を伴 っていた。 ここでは、第 Ⅰ・Ⅱ層 出土遺物、遺構 とその出土遺物 、の順 で記述 してい く

こ ととす る。

（1） 第 Ⅰ・Ⅱ層出土遺物 （図7～17、 写真図版PL．29）

第 Ⅰ層 か らは、 土師質土器67点 、焼塩壺15点 、須 恵器2点 、青磁5点 、 陶磁 器168点 、瓦2201点

（重量355㎏ ）等の遺物が 出土 してお り、 また第 Ⅱ層か らの出土遺 物 は土師質土器1点 、瓦9点 で

あ り、 Ⅰ区の遺構外 出土遺物 の総点数 は2468点 で ある。以上 の中か ら、土 師質土器26点 、焼塩壺15

点、須恵器2点 、青磁3点 、陶器24点 、磁器55点 、銅銭2点 、鉄 製品1点 、瓦12点 を図示 した。 な



図5Ⅰ 区全体図

図6Ⅰ 区TR土 層断面図

お、瓦 につ いては代表 的なバ リエー シ ョンを構成す るとみ られる もの各1点 ずつ を掲載 した。以下、

順 を追 って記述す る。

1～26は 土師質土器で ある。6の みが第Ⅱ層 出土 で、他 はすべ て第 Ⅰ層出土で ある。1は 小 型の

坏 に近 い形態 をなすが、2～16は 皿 とみ られ る。1は 手捏 ね成形 とみ られ、内面 に布 目圧痕 が残 る

が、 これ以外 は底部 に回転 糸切 り痕 を有 す ものが多数 を占め る。 なお、10の ように底部切 り離 し後



図7Ⅰ 区出土遺物 （土師質土器）



図8Ⅰ 区出土遺物 （焼塩壺 ・須恵器 ・青磁 ）



図9Ⅰ 区出土遺物 （陶器）

にナデ調整 を施 した もの もある。15は 外面 に指爪先端部 の押圧痕がみ られ る。17～22は 坏ない し皿

とみ られ るが特定 はで きない ものであ る。殆 どが ロクロ成形 に よる もの とみ られ る。23は 外面 に ミ

ガキ調整 を施す もので、胎 土はSKⅠ 出土 の火鉢の それ に近似す るが、器種 不明。24・25は 「く」

字状 に内折す る土器片で、 胎土は焼塩壺 のそれ に近似 している。 ともに器種 不明であ るが、 同一個

体 の可能性が ある。26は 外面 に沈線2条 と斜位のヘ ラ描 き文 を施すやや大 型の器種 であ る。



図10Ⅰ 区出土遺物 （陶器 、擂鉢）



図11Ⅰ 区出土遺物 （陶器 、甕）

27～30は 焼 塩壺蓋、31～41は 焼塩壺 身で、 いずれ も第 Ⅰ層 出土で ある。27～30の 蓋 はすべて天井

部 の平坦 な円盤状の形態 を とる もので、天井部 内面 に布 目圧痕 を残す。31～35は 焼塩 壺の 口縁 部片

で、 口縁端部 内周側 に幅の狭 い蓋受け部 を突 出 させ るものである。36・37は 焼塩 壺胴 部片で ある。

36は 外面の隅丸方形区画内に 「…伊織」銘 を陰刻す る。37の 外面 に も隅丸方形区画の一 部が残 って

い る。38～41は 焼塩 壺底 部片であ る。38は 底部 内面 に円形の粘 土板 を充填 （貼付 ？）す る成形法 を

採 るもので、底が抜 けた状 態の41は 同 じ成形法 に よる もの とみ られ る。 また、31・32・34・37～39

の内面 には、布 目 もしくは蓆 目等 の押圧痕 が残 る。

42は 須 恵器甕の胴部片で、外面 には平行 タタキ 目、 内面 には同心円文の 当て具痕 がみ られ る。 第

Ⅰ層出土。43は 須恵器 こね鉢 の 口縁部 片で、東播磨系 とみ られ る。第 Ⅰ層出土。

44～48は 輸 入陶磁 の青磁 で、 すべ て第 Ⅰ層 出土で ある。44は 碗 の 口縁部片、47・48は 碗 の体部 片

とみ られ る。44は 内外面無 文。47は 外面 に鎬蓮弁文 を有す る。48は 外面 に線描 き細蓮弁文 を描 く。



図12Ⅰ 区出土遺物 （磁 器 、蓋 ・碗 ）



図13Ⅰ 区出土遺物 （磁器 、碗）

45は 稜花皿 口縁部片、46は 皿 の底部 片 とみ られ、 ともに内面 に線描 き文 を有す る。

49～72は 陶器で、すべ て第 Ⅰ層 出土 であ る。49は 蓋 で、天井部外面 に鉄絵の草花文 ？を描 く。50

～57は 碗 で ある。51は 外面 に界線3条 と、 内容不明の文様 を描 く。52は 外面 に斜格 子文 を描 く。54

は京焼系で ある。55は 外面 に鉄絵 の植物文?・ 唐草文 を描 く。56は 外面 に草文 ？を描 く。58～62・

64・65は 器種 を特 定で きなかった。58・59は 鉄釉 を施す。60は 外面 にヘ ラ描 き文 を描 く。62は 薄 手

の器種で、上 端部内面及 び下端部外面段部以下 は無釉 である。63は 把手で ある。64は 灯明具 の一種

で はないか とみ られ る。65は 碁笥底 で、 内面 に2つ の砂 目積 み痕 が観 察 され る。66～70は 擂鉢 であ

る。66～69は 口縁部 内外面 に凹線状の文様が顕著で ある。68は 口縁 部内面 に刻印 ？を施 す。70は 口

縁部外面が二重突帯状 を呈 す るものである。71・72は 鉄釉の甕で、同一個体 の可能性 が高い。72は

内底面 に6個 の砂 目積 み痕 が観察 され る。

73～127は 磁気 で、 すべ て第 Ⅰ層 出土で ある。73～75は 蓋で、73・74は 染付、75は 白磁 であ る。7

3は 外面 に草花文 ・蓮弁 文、内面 に松 竹梅 文 を染付 で描 き、つ まみ内部 （高台内） に 「冨貴長春」

銘 を有す る。74は 外面 に丸文 を描 く。75は 頂部 の平坦 なつ まみ を有 す る。76～103は 碗 で ある。76

・102は 白磁、77・79・80・82・84～91・93・94・96・98・99・101・103は 染付、78・81・83・92

・97・100は 外面 に青磁 ・内面 に染 付の掛 け分 け、95は 色絵 で ある。77は 外面 に船文 ？を描 く。78

・81・83・92・97・100は 、釉 の掛 け分 け、外 面無文、 内面 の四方襷 文、及び見込 の五弁 花文 とい

う要素で ほぼ共通 す る。78・79・98・99は 、高台内 に 「福」 字銘 をもつ。79・80は 外面 に梅 花文 ・

唐草文 ・和歌 ？を配 し、 内面 に松葉文 を描 くもので、両者 は同一個体 の可能性 があ る。84は 外面 に



図14Ⅰ 区出土遺物 （磁器 、皿）



図15Ⅰ 区出土遺物 （磁器）

唐草文 を描 く。87は 外面 にコンニ ャク印判 ？の花文 を施 す。91は 変形 字文 を外面 に描 く。96は 外面

に菊花文 ・網 目文 を描 く。99は 外面 に波 濤文、 内面 に昆 虫文 を有 す る。104は 外面 に草 花文 を描 く

染付の小型皿 であ る。105～120は 皿 で、113が 青磁 と染付 の掛 け分 けで あ る以外 は、すべて染付で

ある。107は91と 同様 の変形字文 を外面 に描 く。108は 口縁 端部 に鉄釉 の 口錆 を施 す輪花皿 である。

109は 外面 に菱文、 内面 に3枚 の葉文 を描 く。110は 外面 に蔓草文、 内面 に四方襷 文 を描 く。111は

皿 で、外面 に唐草文、 内面 には区画 内に草花文 を描 く。112～115は 見 込 に五弁花文 を施す もので、

112は コンニ ャク印判 に よっている。112・113は 高台内 に 「福 」字銘 を有 し、いずれ も渦福 で、112

は1重 、113は2重 の方形枠 内 に施 され る。118は 内面 に水草 文 ？を描 く。119は 内面 に花文 を描 き、

高 台内に 「福」字銘 を施 す。120は 内面 を花文等 を描 くもので、 高台 内は蛇 ノ 目状 に無 釉部が ある。

121は 白磁 紅皿 であ る。122・123は 染付の猪 口で、122は 外 面 に松 竹梅文 を描 く。124・127は 青磁、

125は 染付、126は 白磁 であ る。126は 底面 に胎土 目痕 がみ られ る。

128・129は 寛永通宝であ る。130は 鉄釘の頭部 とみ られ る。

131～135は 軒 丸瓦 であ る。瓦 当文様 は、131が 三 ッ葉柏 文、132～135が 三つ 巴文 であ る。巴文 は



図16Ⅰ 区 出土遺 物 （瓦）



図17Ⅰ 区出土遺物 （瓦）

132・135が 左巻 き、133・134が 右 巻 きで、133の 文様 面 には木 目圧痕 が観 察 され る。136～139は 軒

平瓦 である。瓦 当文様 は、136が 唐花 ・唐草文、137が 三つ 巴文 ・唐草文 ・138・139が 唐 草文で ある。

137・139の 瓦 当面 には木 目圧痕 がみ られ る。139の 平瓦部 凹面 には 「（ア） キ」銘 が刻 まれ る。140

・141は 丸瓦で ある。140は 凹面 に蓆 目圧痕、 凸面 に沈線状 凹み1条 がみ られ る玉縁 部片で、器表面

橙色 を呈す る異質な焼成 の もの と して注 目され る。141は 凹面 に縦位の条線 （圧痕 ）がみ られ る。1

42は 平瓦で ある。

（2） 遺構

第 Ⅱ層上面 において、石列条遺構 と礎石2・ 溝状遺構1条 ・土坑状遺構3基 ・ピッ ト状遺構等 の

遺構 を検 出 した。 ここでは石列状遺構 と礎石2・ 溝状遺構 ・土坑状遺構3基 につ いて、その出土遺

物 と併せ て記述す る。なお、 ここで取 り上 げなかった ピッ ト状遺構 につ いて は、 その殆 どが遺物 を

伴 わない時期不明の もので、近現代 の攪乱坑 の可能性が高 い と判断 された もので あることを付記 し

てお く。

①石列状遺構 ・礎石1・2SX1（ 図18）

調査区 ほぼ中央部 ・トレンチ南側 に位置す る。石列状遺構 と2個 の礎石 を同一の構築物 に関わる

もの とみ な し、SX1と して扱 うもの とした。南北方向 に並ぶ石列状遺構 の南方延長上 に礎石1が

長軸 を東西方向 を指 向 して設置 され、石列状遺構 西方 に長軸 を南北方向 に指 向 した礎石2が 置 かれ

ている。

石列状遺構 は砂岩等 の角礫5個 を南北方向1列 に並べ た もので、石列上面 はほぼ平坦 に揃 うよう

に配慮 されてお り、上面 の標高 は約23.7ｍ で ある。 また、石列 東側 の小 口面 の描 くライ ンが直線 に

近づ くよう意識 されてお り、正面 がある とすれば東側 が正面側 だ と考 えられ る。構成礫 の大 きさは

長軸長24～11㎝ で、地下部分 の深 さは非常 に浅 く、全て板状礫 を平面積 が最大 となる ように平面的



図18Ⅰ 区SX1（ 石 列状遺構 、礎石1・2）

に設置 してい る。礫 は石列東側 ライ ンを重視 しなが ら、礫の大小 ・形態 に応 じて配列 されてお り、

上 述以外 に礫 の置 き方に関す る規制 はみ られ ない。

礎石1は 石英質砂岩 の角礫 で、上面 は平坦 である。法量 は埋置状態で、長軸長41㎝ 、短軸 幅27㎝ 、

全厚22㎝ であ る。礎石上面 の標 高 は23.73ｍ であ る。 なお、東側 に隣接 して長径16㎝ 大 の礫が存在

す る。

礎石2は 砂 岩の角礫 で、上面 は多少 凹凸が あるが、平坦 になるよう意識 して置かれた もの とみ ら

れ る。法 量 は埋 置状態 で、 長軸長35㎝ 、短軸幅27㎝ 、全厚14㎝ で ある。礎石上 面の標 高は23.7ｍ で

ある。礎石基 部の断ち割 りをお こなった際、礎石直下部か ら備前焼片が出土 してい る。

SX1の 形成 年代 は、礎石2直 下 か らの備前焼の 出土 に より、近世初 頭 を遡 らない時期 と理解 さ

れ るが、構 築物 の本来 の姿 は殆 ど復元不可能 であ り、詳細 な特 定 は難 しい。

②溝状遺構SDⅠ （図19）

調査 区の東端部に位 置 し、更 に調査 区外東方 に続 いている。掘 り方東側 の形状 は不 明であ るが、

調査範囲でみ ると主軸 はN－38°48’ －Wを 示す。検 出 した全長は10.32ｍ であ り、最大 幅は2.16ｍ

で、北端部 にある。そ して ここか ら南端部 に向か って幅 を減 じて いる。実際の北端部 はSK1ま で



図19Ⅰ 区SDⅠ

の 間にある もの とみ られ るが、完掘 に よる確認 は

お こなって いない。南端部 は調査 区外へ伸 びてい

るため に不明。検 出面 か らの深 さは最深部 で84㎝

で ある。掘 り方の断面形 は逆 台形状 を呈 す る。床

面北端の標 高は23.44ｍ 、南端 の標高 は23.66ｍ で

ある。埋土 は瓦 ・漆 喰等 を多量 に含 む暗褐色土 で

ある。

遺物 は土師質土器6点 、焼塩壺3点 、陶磁器59

点、瓦4261点 （重量687.3㎏ ）等が 出土 してお り、

土師質土器1点 、焼塩壺1点 、陶器3点 、磁器4

点、砥石1点 、鉄製 品4点 、瓦9点 を図示 した。

SDⅠ 出土遺物 （図20～22）

143は 土師質 土器坏 で、 底部 に回転 糸切 り痕 を

留め る。

144は 焼塩壺 口縁部片で ある。

145～147は 陶器 で あ る。145は 口縁 部 にタール

の付着 があ り、灯明皿 （素焼 き ？）の可能性 が あ

る。146は 鉢 ？、147は 甕の胴部片 とみ られ、 とも

に備 前 と考 え られ る。

148～151は 磁 器で あ る。148・149は 皿、150は

碗 とみ られ る。148は 内面 に五 弁花文 をコンニ ャ

ク印判 で施 し、149も 内面 に五弁花 文 を描 く。151

は外面 （高 台内） に二重の方形枠 に入 った 「福」

字銘 を有す る。

152は 砥 石 で、石材 は泥岩。側 面 に5箇 所の 凹

みがみ られ る。

153～156は 鉄 製品で、153・155は 釘 か とみ られ

る。



図20SDⅠ 出土遺物

157～160は 軒丸瓦で あ。瓦 当文様 は157・158が 三 ッ葉柏文、159・160が 左巻 きの三つ 巴文で ある。

159の 文様面 には木 目圧痕 が残 る。161は 軒 平瓦 で、瓦 当部 には唐草文 を施 す。 また、平瓦部凸面 に

蓆 目圧痕 がみ られ る。162～164は 丸瓦 であ る。162・163は 玉縁 を有す る上半部片で、 いずれ も2個

の釘孔 をもつ。162・164の 凹面 には蓆 目圧痕 がみ られ、163の 凹面 には布 目圧痕が残 る。 また、163

の凹面 には斜位 の条線、164の 凹面 には横位 の条線 がみ られ る。165は 平瓦片で ある。

③ 土坑状遺構SKⅠ （図23）

調査区の北東隅 に位置す る。掘 り方の平面形 は隅 丸方形状 を呈 し、長径2.1ｍ 、短径1.77ｍ 、検

出面か らの深 さは1.26ｍ で ある。掘 り方の断面形態 は立 ち上が りの急 な逆 台形状 を呈す る。埋土は



図21SDⅠ 出土遺物 （瓦）



図22SDⅠ 出土遺物 （瓦 ）

（第 Ⅰ層 ：攪乱層）、第 Ⅱ層 ：漆喰 ・小礫層、第Ⅲ層 ：暗褐色土、第Ⅳ層 ：暗黄 褐色土で、第Ⅲ ・

Ⅳ層 には多量の瓦 が含 まれ る。

遺物 は土師質 土器21点 、土製品1点 、 陶磁 器76点 、火鉢片28点 、瓦447点 （重量72.1㎏ ）等が 出

土 してお り、土師質土器3点 、焼塩壺蓋1点 、土製 品1点 、陶器3点 、磁 器7点 、火鉢 片2点 、瓦

3点 を図示 した。

SKⅠ 出土遺物 （図24～26）

166～168は 土師質土器 で、166は 皿 、167は 坏の形態 を呈 す。168は 口縁部外面 に沈線4条 を巡 ら

す。

169は 焼 塩壺蓋で、内面 には布 目圧痕が み られ る。

170は 窯道具のハ リではないか とみ られ る。

171～173は 陶器 であ る。171は 碗、172は 卸皿 、173は 備 前大甕 の 口縁部 片であ る。

174～180は 磁 器で ある。174～176は 染付 で、174は 碗 で、見 込 中心部 に亀 文 ？を描 く。175・176

は皿 で、175は 外面 に瓔珞文、176は 外面 に七宝繋文 を描 く。177は 青磁皿 であ る。178は 青磁 ・染付

掛 け分 けの皿 とみ られ、内面 に五弁花文、高 台内に は二重方形枠 内に 「福 」字銘 を描 く。179は プ

リン トに より丸 ・松 竹梅 ・扇 ・雲 ・草花等 を施文 した色絵 の皿 で、在 地 の鹿 児焼 か とみ られ る。

180は 白磁 で器種 は不明。

181は 火鉢片で ある。外面 は ミガキ調整 で光沢 を有す る。 内底面 にはススが付着 す る。



図23Ⅰ 区SK1・3

182は 三 つ巴文 の軒丸瓦で、 巴文 は右巻 きで ある。183は 丸瓦 の上 端部片で、凹面 に蓆 目圧痕 がみ

られ る。184は 平瓦片 である。

④ 土坑状遺構SK2（ 図27）

調査 区の北東部、SKⅠ の南西方 に位置す る。掘 り方の平面形 は不整 長円形 を呈 し、西側 と南側

に深 さの異 なる突 出部 があ る。遺構 の規模 は長径5.85ｍ 、短径2.4ｍ 、検 出面 か らの深 さ1.35ｍ で

ある。掘 り方の断面形態 は逆 台形状 で、 中央 部 は浅 く一段 凹む。埋 土 は第 Ⅰ層 ：黒灰 色土 （攪乱

層）、第 Ⅱ層 ：暗褐色土 （瓦）、第Ⅲ層 ：灰 白色砂 質土 （漆喰 ・瓦 ）、第Ⅳ 層 ：赤褐色粘質土 で、

第 Ⅱ ・Ⅲ層に多量 の瓦が含 まれ ていた。

遺物 は土師質土器11点 、瓦質土器1点 、陶磁 器160点 、火鉢 片4点 、瓦2582点 （重量416.5㎏ ）等

が出土 してお り、土師質土器1点 、瓦質土器2点 、青磁1点 、陶器5点 、磁 器8点 、鉄釘5点 、瓦

9点 を図示 した。

なお、西側 の突 出部 は最新 の攪乱坑で、SK2の 掘 り方 を切 っていた。 この部分 か ら、 クマ とみ

られ る獣 骨1体 分 が出土 している。種の同定 はで きて いないが、各 部の骨は殆 ど揃 ってお り、 また、

左 半身 を上 に して横臥 した状態 で出土 したこ とか ら、死体 を埋納 していた もの と考 え られる。

SK2出 土遺物 （図28～30、 写真図版PL．29）

185は 土師質 土器 の 口縁部片で ある。

186は 瓦質 土器鍋 で、 口縁端部 はナデ によ り細沈線状 をなす。187は 瓦質土器 の獣面把手部で、ヘ

ラ描 きで獅 子 を描 出 し、 目の部分 は穿孔 されて、左右 に貫通 してい る。

188は 輸 入陶磁 の青磁碗で、外面 に陽刻文 を施 す。

189～193は 陶器 であ る。189は 碗 で、外面 に界線2条 を描 く。190は 灰釉の皿で、肥前系か とみ ら



図24SK1出 土遺 物



図25SK1出 土遺物

れ る。191・192は 鉄釉 の片 口鉢 である。

194～201は 磁器 であ る。194は 染付の蓋で、外面 に丸文 を描 く。195・196は 染付 の碗 で、195は 内

外面 に菊花文 を施 し、196は 外面 に梅花文 を描 く。197は 赤絵の皿 で、外面 には斜格 子内に梅花文 を

描 いてい る。198～201は 染付 ・皿 で、198・200・201は 内面 に コンニ ャク印判 に よる五 弁花文 を施

す。201は 高台内部に二 重方形枠入 りの 「福」字銘 を有す る。

202～206は 鉄釘 で、202以 外 は瓦留め用の もの と考 え られ る。

209～212は 軒 丸瓦 で、209・210・212は 左 巻 きの三つ巴文、211は 右巻 きの三つ 巴文 を有 す る。20

9の 丸瓦部 には釘孔1が 残存 し、釘孔 内には鉄片が付着 してい る。210は 文様面 に木 目圧痕 がみ られ

る。212は 丸瓦部凹面 に布 目圧痕 ・横位条線が観察 され る。213～216は 軒平瓦 であ る。213は 幅の小

さい小型品 （切 隅瓦 ？） で、瓦 当部 に一つ 巴文 ・唐草文 を施 す。214～216は 瓦 当部 に唐草文 を施す

もので、215は 平瓦部 凹面 に横位条線がみ られ る。217は 丸瓦上 半部 片で、釘孔2個 を有 し、 凹面 に

は布 目圧痕 ・縦位条線 が観察 され る。 また、玉縁部凸面 に沈線1条 を横走 させ る。

⑤土坑状遺構SK3（ 図23）

調査区の北半部、SK2の 西方 に位置す る。掘 り方の平面形 は不整 隅丸 方形状 を呈 し、規模 は長



図26SKⅠ 出土遺物

径1.29ｍ 、短 径1.07ｍ 、検 出面 か らの深 さ1.59ｍ で ある。掘 り方の断面形態 は下底 辺の短 い逆台形

状 で、床面 は非常 に小 さい。埋 土は、 多量 の瓦 を含 む暗褐色土 である。

遺物 は土師質土器6点 、陶磁器18点 、瓦1168点 （重量188.4㎏ ）等 が出土 してお り、磁器2点 を

図示 した。

SK3出 土遺物 （図29）

207は 色絵 の皿 で、外 面 に草 花文、四 方襷 文等 を描 く。208は 白磁 の猪 口で内面 に 「二 十周年記

念」 「土陽新聞」 と金 文字で書 かれてい る。土陽新 聞は1878年 創刊で あるこ とか ら、二十 周年 目は

1898年 というこ とにな る。遺構 の年代 の上 限を示す紀年銘 を もつ もの として、有効 な資料 といえ る。



図27Ⅰ 区SK2



図28SK2出 土遺物



図29SK2・3出 土遺物



図30SK2出 土遺物 （瓦）



（2） Ⅱ区の調査

1． Ⅱ区の概要

Ⅰ区の南側に当たる調査区であり、調査区全体

の中では東半部に位置する。 Ⅰ区 とⅢ区 との間に

位置する平面形ほぼ方形の調査区で、面積 は59㎡

である。

図31Ⅱ 区 の位 置 （S＝1/1,500）2． 層 序

この調査 区は北辺 ・東辺部で は、表 土の攪 乱層 を除去す る と橙 色の地 山 （岩盤 ）面 が現 れ る。北

・東辺 のご く僅か な範囲 を除 くと、 Ⅱ区の大 半部分 はコンク リー トや一抱 え もあるような礫 を投 げ

込 んだ攪乱坑で 占め られ る。 なお、 この攪 乱坑 につ いて は、表 層部若干 を掘 り下げたのみで、断 ち

割 り調査 は実施 していない。遺物 は表 土層か ら陶磁 器片が出土 した。遺構 は ピッ ト状遺構1基 を検

出 してい る。

3． 検 出の遺構 ・遺物

Ⅱ区では、岩盤面上で ピ ッ ト状遺構1基 を検 出 し、表 土層か ら陶磁器 片2点 が出土 した。 ここで

は ピッ ト状遺構 につ いてのみ記述す る。

（1） ピッ ト状遺構 （図33）

調査 区の南東隅部で検 出 した。平面形 は不整円形 で、規模 は径18㎝ 、検 出面 か らの深 さ8㎝ であ

る。掘 り方の断面形態 は逆 台

形 を呈 す る。埋土 は黒褐色土

の単一 層であ る。遺物 は出土

していない。

図32Ⅱ 区全体図 図33Ⅱ 区P1



（3） Ⅲ区の調査

1． Ⅲ区の概要

今次調査 において面積最大の調査区であ り、

「御台所屋敷跡」のほぼ中央部分に相 当する。南

・西側はそれぞれの斜面肩部までを範囲 とし、北

側は調査手順 ・北側石垣への影響等を勘案 して、

斜面 までの間に一定の空隙を残 した。また、北東

部はⅡ区と接する。Ⅲ区は東西に長い平面形不整

形状 を呈 し、面積 は470㎡ である。

図34Ⅲ 区 の位 置 （S＝1/1,500）

2． 層 序 （図35）

基本層序は、西端部分で観察されたもの （A－A’ ）を代表 させ る。 ここでみられた層序は、第

Ⅰ層 ：表土 （攪乱層）、第Ⅱ層 ：赤褐色土、第Ⅲ層 ：褐色土、第Ⅳ層 ：明褐色土である。この中で、

第Ⅲ ・Ⅳ層が中世の遺物包含層である。第Ⅳ層はかつての中世の遺構面であったものが自然攪乱等

の影響によって包含層化 したもの とみられる。従 って検出遺構 には第Ⅳ層上面で検出できたものと、

第Ⅳ層下面 （岩盤面）で検 出したもの との二者が存在する。第Ⅳ層上面で検出 した遺構の中には近

世以降の所産の ものが含 まれていることが予想されるが、下面検出のものはほぼ同一面に存在 して

いた ものと理解で きよう。上記の層序が確認されるⅢ区南西～中央部分に関 しては上述 したような

所見が適用 され得る。 しか し、南西部遺構群 と若干の間隙をもって展開している北部～東部の遺構

群 については、先の層序は認め られず、表土 （攪乱層）直下が遺構検出面 となっている。 また、北

部～東部では後述するように近世初頭の一括資料 を伴 った遺構群が検出されている。

Ⅲ区北西部に設けた トレンチは北側斜面に向かっての土層堆積状況確認のためのものである。こ

こでの土層堆積状況 （B－B’ ）は、斜面部分に対 しての複数回の客土搬入 （盛土）がなされた様

相 を示 している。これによれば平坦地形の拡張を意図 した行為 とみられるが、その実施年代は明確

には捉えられていない。

3． 検 出の遺構 ・遺物

Ⅲ区では、第 Ⅰ～Ⅲ層か ら土師質土器 ・焼塩壺 ・須 恵器 ・瓦質土器 ・陶磁器 ・土錘 ・石鍋 ・石硯

・瓦等 の遺物が 出土 した。 また、第Ⅳ 層上面 及び岩盤上面 において、溝状遺構 ・土坑状遺構 ．ピッ

ト状遺構等 の遺構 を検 出 した。 ここで は、第 Ⅰ～Ⅲ （Ⅳ）層及 び北西部 トレンチ出土遺物、各遺構

とその出土遺物、の順で記述 してい くこととす る。

（1） 第 Ⅰ～Ⅲ （Ⅳ）層 ・北西部 トレンチ出土遺物 （図37～41）

第 Ⅰ層 か らは、土師質土器20点 、須 恵器1点 、陶磁器10点 、土錘1点 、石硯1点 、瓦2点 が、第

Ⅱ層か らは、土師質土器60点 、陶磁器6点 が、第Ⅲ （Ⅳ）層か らは土 師質土器445点 、焼塩壺10点 、

土錘3点 、須 恵器9点 、瓦質土器3点 、陶磁器105点 、石鍋1点 、瓦90点 がそれぞれ出土 してお り、



図35Ⅲ 区 土 層 断 面 図

Ⅲ 区 の遺 構 外 出土 遺 物 の総 点 数 は767点 で あ る。 これ らの 中か ら、 土 師 質 土 器42点 、 焼 塩 壺4点 、

土 錘3点 、須 恵器1点 、 瓦 質 土 器7点 、 陶 器7点 、 染 付1点 、磁 器4点 、石 硯1点 、石 鍋1点 、 煙

管1点 、 瓦1点 を図示 した。 以 下 、 順 に記 述 す る。

218～259は 土 師 質 土 器 で あ る。218～237は 坏 も し くは これ に近似 す る形 態 の もの で あ る。228は

手 捏 ね 成形 で あ るが、 こ れ以 外 は全 て ロ ク ロ成 形 とみ られ 、 回 転 糸切 り痕 の観 察 され る ものが 多 い。

ま た、219～223・230・232・234・235は 内 底 面 中央 部 に明 瞭 な 凹 み を有 す る点 で共 通 す る一 群 で あ

る。238～240・242は 皿 形 態 の器 種 で あ るが これ 以 外 は器 形 の特 定 で きな い もの で あ る。238～258

は ロ ク ロ成 形 に よ る もの が殆 どで あ る。239は ス ス ・タ ール の付 着 が み られ 、 灯 明皿 の 可 能性 が あ

る。241・243は 内 面 に縄 目状 の圧 痕 が み られ る。247・249・253・254・257は 内 底 面 中央 部 に 凹 み

の あ る一 群 で あ る。259は 注 口部 を もつ 鉢 の 口縁 部 片 とみ られ る。219・225・227・229・231・238

・239・241・242・244・245・247・250～252・254・258は 第 Ⅰ層 出土 、236・255は 第 Ⅱ層 出 土 、21

8・220～224・226・228・230・232・234・235・237・240・243・246・248・249・253・256・257は



図36Ⅲ 区全体図





図37Ⅲ 区 出土遺物 （土師質土器、杯）

第Ⅲ層出土、233・259は 北西部 トレンチ出土であ る。

260は 焼塩 壺蓋、261～263は 焼 塩壺身 であ る。260は 内面 に布 目圧痕 が ある。261は 際立 って器厚

の厚 い個体 である。 いずれ も第 Ⅰ層出土。

264～266は 土錘 で ある。全形 の判 るものは264の みであるが、264と265・266と は形態の うえでは

異系統 の もので あるこ とが窺 える。265は 第 Ⅰ層 出土、264・266は 第Ⅲ層出土で ある。



図38Ⅲ 区出土遺物 （土師質土器）



図39Ⅲ 区出土遺物



図40Ⅲ 区出土遺物



267は 須恵器 とみ られ るが器形 は不 明。瓦質 土器

の可能性 もある。第 Ⅰ層 出土。

268～274は 瓦 質土器 で ある。268？ ・272～274は

鍋、269～271は 擂 鉢で ある。269～274の 外 面 には指

頭押 圧痕 が明瞭で あ る。268～271・273は 第 Ⅰ層出

土、274は 第 Ⅱ層 出土、272は 第Ⅲ層出土。

275～280・288は 陶器で ある。275は 蓋 とみ られ、

備 前焼の可能性 が あ る。北 西部 トレンチ出土。276

は灰釉 の片 口鉢の 口縁部片 とみ られ、瀬 戸 ・美濃系

と考 え られる。277は 碗 、278は 鉄釉 を施 す ものであ

るが器形 は不 明。279・280は 擂 鉢 で、280は 備前焼

の可能性が ある。288は 備前 ・甕の 口縁 部片で ある。276・278～280・288は 第 Ⅰ層 出土、277は 第 Ⅱ

層 出土 である。

281は 輸入陶磁の染付 ・碗 で、第Ⅲ層出土。

282～285は 磁器で ある。282は 白磁 ？で第Ⅱ層 出土。283～285は 染付 であ る。283は 内外面 に菊花

文 を描 く。284は 皿、285は 内面 に草花 文 ・五弁 花文 （コンニャク印判） を施 す皿 であ る。283・284

は第 Ⅰ層 出土、285は 北西部 トレンチ出土であ る。

286は 石硯 で、粘板岩製で ある。海部 は欠損 してい る。 第 Ⅰ層出土。289は 滑石製石鍋 で、西北九

州産 とみ られ る。第Ⅲ層出土。

287は 煙管 ・雁首部で、銅 製であ る。第Ⅲ層出土。

290は 軒丸瓦 で、三 ッ葉柏文 を施 文す る。第 Ⅰ層 出土。

（2） 遺構

第Ⅳ 層上 面及び岩盤上面 において、溝状遺構1条 、土坑状遺構5基 、 ピ ッ ト状遺構約300基 等の

遺構 を検 出 した。 ここで は、溝状遺構1条 、土坑状遺構5基 、 ピッ ト状遺構35基 につ いて、 その出

土遺物 と併せ て記述す る。なお、遺物 の出土 した ピッ ト状遺構 の計測値 につ いては、表2に ま とめ

た。

①溝状遺構SDⅠ （図42）

調査 区の西半部 に位 置す る。主軸 はN－8°54'－Wを 示 し、南端部近 くで は ピッ ト状遺構 に切

られた ような形 となってお り、 また北端部 では殆 ど不 明瞭 な浅 い窪 み となって終 わって いる。検 出

した全長 は6.26ｍ で あ り、溝状部 幅は8.32㎝ であ る。検 出面か らの深 さは、溝状 部の最深 部で54㎝ 、

南端付近 の ピッ ト状遺構 部で74㎝ であ る。掘 り方 の断面形態 は逆 台形状 を呈す る。床面北端の標 高

は22.85ｍ 、南端の標 高 は22.47ｍ であ る。埋土 は暗褐色土で ある。

遺物 は土師質土器31点 、青磁1点 、磁器2点 、銅銭1点 が 出土 してお り、土師質土器5点 、青磁

1点 、銅銭1点 を図示 した。

図41Ⅲ 区出土遺物



SDⅠ 出土遺物 （図43）

291～295は 土師質土器で ある。291・292は 、皿、293～295は 坏 とみ られ る。 いずれ もロク ロ成形

とみ られ、293・294は 底部 に回転糸切 り痕 を留め る。

296は 輸 入陶磁 の青磁 ・碗 で、外 面 に線描 き直線文1条 が巡 る。

297は 永楽通宝で、渡来銭 とみ られ る。

②土坑状遺構SKⅠ （図44）

調査区の西端部 に位 置す る。掘 り方の平面形 は不 整台形状 を呈 し、長径1.55ｍ 、短径0.52ｍ 、検

出面 か らの深 さ51㎝ を測 る。掘 り方 を断面でみ ると、北側 か ら南側 に向かって緩 く傾斜 してい く形

状 を呈す る。南端部 にはピ ッ ト状 部が存在 す る。埋 土 は褐色 土であ る。

遺物 は土師質土器37点 、須 恵器2点 、土錘2点 、 陶磁器4点

が 出土 してお り、土師質 土器5点 、須 恵器1点 、土錘2点 を図

示 した。

SKⅠ 出土遺物 （図45）

298～302は 土師質土器であ る。 どれ もロク ロ成形 とみ られ、

300～302は 底部 に回転糸切 り痕 を留 めてい る。298・300は 坏 と

み られ る。

303は 須恵器で、壺か と考 えられ る。

304・305は 土錘 でいずれ も紡錘形 の ものであ る。

③土坑状遺構SK2（ 図46）

調 査 区の北東部 に位 置す る。掘 り方の平面 形 は不整形 を呈

し、長径94㎝ 、短径83㎝ 、検 出面 か らの深 さ39㎝ を測 る。掘 り

方 の断面形態 はほぼ逆 台形状 を呈 す る。西部 ・東部 ・南東部 に

図42Ⅲ 区SD1



図43SD1出 土遺 物

図44Ⅲ 区SK1

ピ ッ ト状 の落 ち込 み部が ある。埋土 は暗褐色土であ る。

遺物 は土師質土器1点 、陶器1点 が出土 してお り、土師質 土器1点 を図示 した。

SK2出 土遺物 （図45）

306は 土 師質土器 ・坏 とみ られ、底部 に回転糸切 り痕 を有 してい る。



図45SK1・2出 土遺 物

図46Ⅲ 区SK2



図47Ⅲ 区SK3

④土坑状遺構SK3（ 図47）

調査 区の北 端部 に位 置す る。 掘 り方 の平面 形

は、長方形 の西半部 に不整舟形状の東半部が付 い

た形状 を呈 し、長軸長6.04ｍ 、最大幅0.96ｍ 、検

出面か らの深 さ62㎝ を測 る。西半部の掘 り方の床

面 は、断面でみ ると西 か ら東へ下 るスロープ状 を

な してい る。埋土 は黒色土 である。

遺物 は土師質土器228点 、焼塩壺3点 、陶磁 器

9点 、瓦5点 が出土 してお り、土師質土器31点 、

焼 塩壺2点 、陶器5点 を図示 した。

SK3出 土遺物 （図48・49）

307～337は 土師質土器 で、すべて ロクロ成形 と

み られ る。307～324は 坏形の形態 をなす もので あ

る。307～315・318～323・327～337は 底 部 に回転 糸切 り痕 を留 め るが、316・317は 静 止 糸 切 り痕 の

可 能 性 が あ る。307～315・318・320・321・327～331・335は 内 底 面 中央 部 に 明瞭 な 凹 みが 認 め られ

る。309～312・319～322・328・331・332・334・336に は 、 黒 斑 ま た はス スの 付 着 が観 察 され る。

338は 焼 塩 壺 蓋、339は 焼 塩 壺 身 で 、 いず れ も手捏 ね成 形 とみ られ る。

340～344は 唐 津 で、 い ずれ も灰 釉 を施 す 。340～342は 碗 で あ る。343・344は 胎 土 目積 み段 階の 皿

で、343は 内 面 に鉄 絵 の 直線 文 を描 き、 胎 土 目積 み痕4個 が み られ る。340～342も 同 じ胎 土 目積 み

段 階の もの とみ られ る。



図48SK3出 土遺 物 （土師質土器）



図49SK3出 土遺物

⑤土坑状遺構SK4（ 図50）

調査区の北東部 に位 置 し、 南西側 でSK2に 接 している。掘 り方の平面形 は不整楕 円形状 を呈 し、

長径2.18ｍ 、短径1.76ｍ 、検 出面か らの深 さ1.08ｍ を測 る。掘 り方の断面形態 は逆 台形状 を呈 する。

埋土 は黒色土で ある。

遺物 は土 師質 土器895点 、瓦 質土器1点 、青磁1点 、陶磁器4点 、 （瓦14点 ） が出土 して お り、

土師質土器58点 、 （青磁1点 ） を図示 した。

SK4出 土遺物 （図51～53、 写真図版PL．29）

345～402は 土師質土器 で、すべ てロクロ成形で ある。345～380は 坏形 を呈 す る。381・383を 除 き、

底部 にはすべ て回転 糸切 り痕 が認め られ る。 内底面 中央 部 に凹み を有 す る もの は、345～348・351



～362・364・367・370・374

・380・384・385・388・389

・391・392・395・396・399

が あ り、 凹 み の 不 明 瞭 な もの

も含 めれ ば大 多 数 を 占め て い

る とい え る。 また 、347・349

・356・365・390・394・395

・400・401は 器 表 面 に黒 斑 状

の もの が 認 め られ る。

403は 青 磁 ・碗 で 外 面 に 印

花 文 ？を施 す。

図50Ⅲ 区SK4

⑥ 土坑状遺構SK5

（図54）

調査 区の北東部、SK4の

北側 に位 置す る。掘 り方 の平面形 は不 整長方形 ？状 を呈 し、長径2.9ｍ 、短径1.22ｍ 、検 出面か ら

の深 さ82㎝ を測 る。掘 り方の断面 形態 は東側 が急に立 ち上 が る船底状 を呈 す る。埋土 は黒色土で あ

る。

遺物 は土 師質土器607点 、須恵器1点 、陶磁 器9点 、 （瓦59点 ） が出土 してお り、土師質 土器28

点、陶器3点 を図示 した。

SK5出 土遺物 （図55・56）

404～431は 土師質 土器 で、 すべ てロクロ成形 である。404～407・409・411等 は坏形 の形 態であ る

が、408・410・412～419は 皿状の形態 を とっている。特 に413～419は 全体 の形状 ・器厚 ・口縁部形

状 ・ロクロ回転 方向等 に共通部分 が多 く、 同工品の可能性が高 い。 また、内底面 中央部 に凹み を有

す る もの は404・422・424・425・429・431等 があ るが、量の うえで支 配的 といえ るものではない。

405・406・417・420・422は 器表 面 に黒斑 状の ものが認め られ る。

432～434は 陶器 である。432は 唐津の鉄 釉 ・碗 で ある。433は 唐津 の灰釉 ・皿 で、 内面 に砂 目積 み

痕1箇 所 が認 め られ るが、形態的 には胎土 目段階か らの移行期 の もの と位置付 け ることが で きる。

434は 鉄釉 を施 す もので ある。

⑦ ピッ ト状遺構 （図57・59・61・62）

ピッ ト状遺構 は、図示可能 な出土遺 物 を伴 った もの35基 を抽 出 し、個 別の遺構 平面図 ・断面図 を

掲 載 した。 それ ぞれの遺構 の平面形 態 ・各計測値 については表2に 示 した。 よって、以下、図示 し

た出土遺物 につ いてのみ記述 してい く。

○P1出 土遺物 （図58－435）

435は 土師質土器 ・皿 であ る。



図51SK4出 土遺物 （土師質土器）



図52SK4出 土遺物 （土師質土器）



図53SK4出 土遺物 （土師質土器）



図54Ⅲ 区SK5

○P2出 土遺物 （図58－436・437）

436・437は 土 師質土器 ・底部片 で、436は 底部 に回転糸切 り痕 が認め られ る。

○P3出 土遺物 （図58－438）

438は 土師質土器 で手捏 ね成形か とみ られ る。

○P4出 土遺物 （図58－439・440）

439・440は 土師質土器 ・皿で、 いずれ も回転糸切 り痕 を有 す る。

○P5出 土遺物 （図58－441）

441は 土師質土器 ・坏で ある。

○P6出 土遺物 （図58－442～449）

442～449は 土師質土器で、442～445は 坏 であ る。442～444・447～449は 回転糸切 り痕 を有 す る。

444は 底面 中心 に小孔が認め られ る。

○P7出 土遺物 （図58－450）

450は 土師質土器 ・坏であ る。

○P8出 土遺物 （図58－451）

451は 土師質土器 ・坏で、底部切 り離 しは回転糸切 りによってい る。

○P9出 土遺物 （図58－452）

452は 土師質土器 ・坏 で、 回転糸切 り痕 を有す る。

○P10出 土遺物 （図58－453）

453は 陶器で、灰釉 ・皿で ある。

○P11出 土遺物 （図58－454～456）

454～456は 土師質土器で、 いずれ もロク ロ成形。455・456は 回転糸切 り痕 を有 す る。



図55SK5出 土遺物 （土師質土器）



図56SK5出 土遺物

○P12出 土遺物 （図60－457）

457は 土師質 土器 ・坏 であ る。

○P13出 土遺物 （図60－458）

458は 青磁 ・碗 で、外面 に線描 きの細蓮弁文 を施す。

○P14出 土遺物 （図60－459）

459は 土師質土器 ・坏 で、底部 には回転糸切 り痕 を有す る。

○P15出 土遺物 （図60－460～462）

460・461は 土師質土器 であ る。460は 回転糸切 り痕 を留め る。461は 坏 であ る。462は 瓦質土器 ・

擂鉢で、外面 には指頭押圧痕が顕著で ある。



図57Ⅲ 区P1～8



図58P1～11出 土遺 物



図59Ⅲ 区P9・10・12～18



図60P12～24出 土遺物



図61Ⅲ 区P19～27



図62Ⅲ 区P11・28～35



○P16出 土遺物 （図60－463・464）

463・464は 土師質土器 で、 ともにロク ロ成形。464は 回転 糸切 り痕 を留 め、 タール （スス）の付

着が認め られ る。

○P17出 土遺物 （図60－465）

465は 土師質 土器 ・坏で、底部 に回転 糸切 り痕 を有 す る。

○P18出 土遺物 （図60－466）

466は 土師質 土器 ・坏で、底部 に回転糸切 り痕 を有 す る。

○P19出 土遺物 （図60－467）

467は 土師質 土器 ・坏で、底部 に回転糸切 り痕 を有 す る。

○P20出 土遺物 （図60－468・469）

468・469は 土師質 土器 で、469は 回転糸切 り痕 を有す る。

○P21出 土遺物 （図60－470）

470は 土師質 土器 で、 回転糸切 り痕 を有 す る。

○P22出 土遺物 （図60－471～473）

471～473は 土師質土器 で、471・473？ は回転糸切 り痕 を有す る。

○P23出 土遺物 （図60－474・475）

474・475は 土師質土器 ・坏 で、 いずれ もロクロ成形 である。

○P24出 土遺物 （図60－476）

476は 土師質 土器 で、底部切 り離 しは回転ヘ ラ切 り ？とみ られ る。

○P25出 土遺物 （図63－477～479）

477～479は 土師質土器 で、477・478は 坏で ある。478に はスス ・タールの付着 がみ られ る。479は

回転糸切 り痕 を有 す る。

○P26出 土遺物 （図63－480～482）

480は 土錘 で、紡錘形 を呈す もの であろ う。482は 須恵器で、内底面 は きわめて平滑で、硯 に転用

された可能性 があ る。481は 瓦質土器 で、底面 にスス ・タールの付着が認め られ る。

○P27出 土遺物 （図63－483）

483は 土 師質土器 で、 内底面 中央部 は凹む。

○P28出 土遺物 （図63－484）

484は 陶器 ・擂鉢 で、備前焼か とみ られ る。

○P29出 土遺物 （図63－485・486）

485・486は 土師質土器で、486は 回転糸切 り痕 を有 し、内底面 中央部 は凹む。

○P30出 土遺物 （図63－487）

487は 土錘 である。

○P31出 土遺物 （図63－488～490）

488・489は 陶器 である。489は 擂鉢 で、備 前焼 とみ られ る。490は 鍋 の鍔状 の土製 品で ある。

○P32出 土遺物 （図63－491）



図63P25～35出 土遺 物

491は 土師質土器 ・坏 であ る。

○P33出 土遺物 （図63－492）

492は 瓦 質土器 ・鍋 で、外面 には指頭押圧痕が顕著で ある。

○P34出 土遺物 （図63－493）

493は 土師質 土器 で、 回転糸切 り痕 を留 める。

○P35出 土遺物 （図63－494～496）

494～496は 土師質土器 で、494・495は 皿 で あ る。494・495は ロクロ成形 ・496は 手捏 ね成形で あ

る。



Ⅲ区 ピッ ト状遺構計測表



（4） Ⅳ 区の調査

1． Ⅳ区の概要

Ⅳ区は今次調査の最後 に調査を実施 した調査区

であり、調査区全体の中では北端に位置する。調

査面積は約25㎡ である。

この調査地は、昭和25年 に動物園が建設された

おりには、動物の檻、売店等が建て られた ところ

である。北側は八幡宮跡へ約5ｍ 程 の段差があ

り、垂直に近い石垣が長さ約25ｍ 、高さ約5ｍ に

わたって築かれている。石垣の西端は自然の地形

を利用 して終わ ってい るように見 えるが、雑木等 が茂 り確 認は難 しい。

Ⅳ 区の調査の 目的 は、石 垣の裏 込めの状 態 と西端 部分 の状 況の確 認であ る。調査 方法 と しては、

裏込めの状態 を確 認す るため に4本 の トレンチ を設定 した。 トレンチ設定 は調査地 の木 々の根 の張

り方 を考慮 して決 めた。 トレンチ （TR）2～4は 、天場石 か ら約3ｍ の間隔 をお き石垣 に平行 し

て幅約1ｍ 、長 さ約8ｍ の溝 を掘 り、 この溝 か ら石垣 に向けて幅約1ｍ の トレンチ を2ｍ の間隔で

3本 入れ た。 この東方 に約5ｍ の間隔 をおいてTR1を 設定 した。作業 は裏込 め付近 か らは手掘 り

で進め、石 垣の崩壊 の危 険 もあ るので深 さは1ｍ で止 めた。 また、石垣 の裏込 めの断 ち割 り調査 は

実施 して いない。

2． 各調査 区の成果 と出土遺物 （図68）

調査によって確認できた基本層序 （図65、66、67） は第 Ⅰ層 ：黒色混土礫で円礫、角礫 を含む石

垣裏込石である。第Ⅱ層 ：暗黄色礫土で中に瓦等が混在 している。本調査地では地山の確認はで き

ていない。

出土遺物は陶磁器、土器片、瓦片、鉄釘などがあ り、そのうち図示できたものは11点 あった。そ

の中で、 トレンチ以外から出土 した遺物で図示できたものは次の3点 である。

497は 肥前系の青磁の猪 口であろう。外面には約1㎜ の厚さで青磁釉が、内面には薄 く透明な釉

が施されている。文様は内面 口縁付近に呉須で四方襷文が描かれ、見込みには2重 以上の界線があ

る。年代は不明である。498は 鉄銭 と思われ るが両面 ともに付着物が多 く、文字の識別はできない。

507は 軒丸瓦の瓦当部である。丸瓦部は殆 ど残っていない。型押成形で、文様面に布 目圧痕が見 ら

れる。文様 は珠文9個 （本来12個 ？） と、右巻 きで尾部が接 して円をなす三つ巴文が描かれている。

外区外縁部分は型押 し後に面取 りされ、全面にはナデ調整痕が残る。また、瓦当面に銀化部分が見

られる。

以下にはTRの 番号に従って調査成果の記述をおこなう。

図64Ⅳ 区 の位 置 （S＝1/1,500）



図65Ⅳ 区TR1



（1）TR1（ 図65・68）

調査 区の東端 に設定 した、幅1ｍ 、長 さ3ｍ 大の トレンチで、深 さ1ｍ まで掘 り下げた。表 土下

約30㎝ あた りより、裏込めが現れ る。第 Ⅰ層 は天場石 の石 尻か ら始 ま り、裏 込め石 は長径10～15㎝

程 の円礫が多 く、礫 土 に混 じって土師質土器片、須 恵器片、陶磁 器片、瓦 片な どが検 出 された。 そ

の 中で図示で きた遺物 は2点 で ある。

499は 龍泉系 の輸 入青磁碗 であ る。 内外 面 に貫入が入 り、文様 は外 面 に線描 きの連 弁文が描 かれ、

鎬 はないが、花弁 中央部 に盛 り上 が りが有 る。内面 は無文で ある。時期 は13世 紀末 ～14世 紀 頃の も

の と思 われ る。500は 陶器の壺 と思 われ る。 ロク ロ成形 に よるナデ痕 が 内外面 に残 る。外面 には灰

白色 の灰釉が施 されてい るが、内面、高台部分 は無釉 で ある。文様 は外面底 部付近以上 に縦 方向に

ヘ ラ描 き文が入れ られてい る。産地 、年代 は不 明で ある。

（2）TR2（ 図66・67・68）

TR1の 西側 に設定 した、幅1ｍ 、長 さ3ｍ 大 の トレンチで、深 さ1ｍ まで掘 り下 げた。 トレン

チ東壁近 くに木 があ り、根 が裏込 め内に入 り込んで いる。裏 込め は厚 さ約0.8～1ｍ 程 で、裏込 め

石 は長径10～15㎝ 程 の割 り石 が多 く、礫 土 に混 じって土師質土器 片、陶磁器 片、瓦片 な どが検 出さ

れ た。 その 中で図示で きた遺物 は1点 であ る。

501は 備前 の擂鉢 と思われ る。 内外面 に ロク ロ成形 に よる と考 え られ る回転 ナデ痕 が残 り、 内面

には8条 以上 を単位 とす る擂 目が刻 まれてい る。時期 は近世 の ものであろ う。

（3）TR3（ 図66・67・68）

調査対象地の中央付近、TR2に 隣接 して設定 した、 幅1ｍ 、長 さ3ｍ 大 の トレンチで、深 さ1

ｍ まで掘 り下げた。裏込 めは天場石 の石尻 か ら0.1～0.3ｍ の幅で、裏込 め石 は長径3～5㎝ 程 の礫

が多 い。礫 土 に混 じって土 師質土器 片、 陶磁器 片、瓦 片、鉄釘 な どが検 出された。 その 中で図示で

きた もの は5点 であ る。

502は 肥前系 の陶器皿 と思 われ る。 ロクロ成形 で高台 は削出 し三 日月高台で あ る。釉薬 は内外 面

に鉄釉 を施 すが、底部付近 は無釉 であ る。文様 は見込 みに植物文の鉄絵が描かれ ている。高台部 と

その 内部 に釉 の、 また畳付 に砂粒 の釉着 が見 られる。時期 は17世 紀頃の砂 目積 段階の絵唐津で はな

いか と考 え られ る。503は 肥 前系 の染付皿 であ る。畳付部 は無粕 であ り。文様 は外面の高 台付近 に

連弁文、胴 部か ら口縁 に唐草文 が描 かれ、高 台側面 に2本 の界線、高台 内には1本 の界線 と 「富○

長○」の銘 があ る。 内面 には 口縁付近 に四方襷文、見込み に2重 界線 とその 中に松 竹梅 と思われ る

植 物文様が描 かれてい る。時期 は18～19世 紀 の もの と思 われ る。504は 肥前系 の染 付碗 であ る。畳

付 は無釉であ るが、砂粒が釉着 してい る。文様 は外面胴部 に残存状 態か らは判別 で きないが文様 が

描かれてい る。高台脇 と高 台 ぎわ、高 台内にそれぞれ界線が あ り、 また高台内 には 「卍」の銘 があ

る。 内面 は無 文であ るが見込 に2重 界線 とその 中にコンニ ャク印判の五弁 花文が描 かれてい る。時

期 は18世 紀後半の もの と考 えられ る。505は 白磁の皿 と思 われ る。内外面 には細 かな貫入が見 られ、

高 台付 近 は無 釉で あ る。産地、 年代 は不 明で あ る。506は 軒 丸瓦 の瓦 当部 であ る。丸瓦 部 は殆 ど

残 っていない。型押 し成形 で、文様 面 に布 目圧痕 が見 られ る。文様 は、扁平 な珠文13個 と、左巻 き

で尾部が1カ 所 のみ接 している三つ 巴文が描かれて いる。外 区外縁部分 は面取 りされ、型押 し後 に



図
66
Ⅳ
区
TR
2～
4平

面
図



図67Ⅳ 区TR2～4断 面 図

成形 した もの と思 われ る。外面 は縦方 向の、 また、 内面 には横方向のナデ調 整が残 る。瓦 当面 と外

面 には銀化 部分 も見 られ る。

（4）TR4（ 図66・67）

TR4は 石垣 の西端部分 の状況 の確認の ため調査対象地の西端 に設定 した。西端の天場石 の左右

1ｍ を石垣 の延長 ライ ンに沿 って、幅2ｍ 、長 さ1ｍ 大 で、深 さ0.5ｍ まで掘 り下げた。TR4の

付近で裏込めは無 くなってい るこ とか ら、西端の天場石以西 には石垣 は存在 しない もの と考 え られ

る。 また、西側 ほ ど裏込 めの厚 さが薄 くなって いるこ とか ら、原地形 の起伏 に従 って工法 の調整が

なされ、省 力化 が図 られてい るもの とみ られ る。

遺物等の出土はなかった。



図68Ⅳ 区出土遺物



（5） Ⅴ区の調査

1． Ⅴ区の概要 と調査方法

Ⅲ区の南側斜面に設定 した トレンチ2本 をⅤ区

とする。調査区全体の中では南端に位置 し、調査

面積は約22㎡ である。

調査対象地上段部の南端は、現在の登山道 に向

かい、なだ らかな勾配をもって落ちている。 この

斜面一帯には草木が茂 り、荒れ地のような状態で

ある。動物園建設時には動物の檻がこの付近に建

てられた。

調査 の 目的 は、 この斜面 の地 山の深 度の確認 で あ る。 トレンチ （TR） はⅢ 区の調査 前 （TR

1） と調査後 （TR2） に入れた。 この2本 の トレンチは、調査 区内の南端 まで達す るよう、斜面

に直交す る形で設定 し、大 きさは幅約0.8ｍ 、長 さ約8ｍ であ る。

図69Ⅴ 区 の 位 置 （S＝1/1,500）

2． 調査 の成果

2本 の トレンチ間で、土 層の堆積状態 に大 きな差異 はみ られない。両 トレンチ とも、地 山面 まで

の堆積 は比較 的薄 い といえ る。以下、個別 に記述 を行 う。

（1）TR1（ 図70）

斜面西端近 くに設定 した、幅1.4ｍ 、長 さ7.6ｍ の トレンチで、約0.8ｍ の深 度 まで掘 り下 げ をお

こなった。堆積土層 は、第 Ⅰ層A： 攪乱層、第 Ⅰ層B： 表土で、第 Ⅱ層 は岩盤 （地 山）であ る。第

Ⅰ層Aは 近現代 の攪乱層 で、 コンク リー ト基礎等の埋設 に伴 い掘削 された部分で ある。第 Ⅰ層Bは

旧来 （？）の表土層 で、腐植土 に より形成 され る。岩盤上面 ラインの傾斜 はほぼ一定で、 目立 った

傾斜変換点等 は存在 しない。 また、第 Ⅰ層A・Bと 岩盤面 との間 は不整合 面 とな ってい る。以上 の

状況か ら、当該 箇所 はあ る時代 に岩盤成形が なされ、現状の法 面が形成 された もの と理解 され る。

形成の時期 は動物 園建設時、 あ るいは斜面下方の登 山道敷設時の可能性 が高い。なお、既往 の地 山

地形の復元 は、今次調査範 囲だ けでは難 しい。

（2）TR2（ 図70）

斜面の東端近 くに設定 した、 幅0.8ｍ 、長 さ8.3ｍ 大の トレンチで、深 さ約0.4ｍ まで掘 り下 げた。

基 本層序は第 Ⅰ層 ：攪乱層、第 Ⅱ層 ：地 山で ある。第 Ⅰ層 には礫 土 に混 じって木 の根、 ビニ ールパ

イプ等が入 っていた。第 Ⅱ層の地 山は黄 褐色の軟 質礫 で ある。地 山は斜面落 ち際 と斜面 中腹部 に確

認で きたが、一定 の層 としては捉 え難 い。 この付近 一帯は整地 が繰 り返 し行 われた と考 え られ る。

遺物等の出土 はなかった。
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（6） Ⅵ区の調査

1． Ⅵ区の概要 と調査方法

Ⅵ区は、Ⅲ区とⅦ区の間の斜面部分に設定 した

トレンチ2本 を指 し、面積は約27㎡ である。本調

査区は上段部と下段部にまたがる傾斜地で、高低

差 は6ｍ 程、上段西端から急勾配をもって下段に

落ちている。

この調査地は、平成5年 度の調査で下段近 くか

ら石垣が検出されている。この石垣は江戸時代後

期の ものとされている。

調査 は上段部 （Ⅲ 区）か ら下段部 （Ⅶ区）への地 山地形の続 き具合の確 認 を目的 と した。調査 方

法 と して はⅢ区西端か ら下段部 に向か って、幅約0.8ｍ 、長 さ約17ｍ 大 の トレンチ2本 を設定 し、

南側 をTR1、 北側 をTR2と 呼んだ。

図71Ⅵ 区 の位 置 （S＝1/1,500）

2． 調査 の成果

調査 に よって確 認で きた基 本層序 は、第 Ⅰ層 ：攪乱 層、第 Ⅱ層 ：黒色粘質 土、 第Ⅲ層 ：黄褐色礫

であ る。第 Ⅰ層 には、礫 土 に混 じって、木 の根、砂利 、セメ ン ト塊、瓦片 な どが含 まれ ていた。遺

物 は土師質土器、須恵器、陶磁 器、瓦 片が少量 出土 したが、 図示 で きるものはなかった。以下 に ト

レンチご とに調査の成果 の記述 をお こな う。

（1）TR1（ 図72）

斜面 の南端近 くに設定 した、幅0.8ｍ 、長 さ15ｍ 大 の トレンチ であ る。地 山の状態 はⅢ 区西端 よ

り4ｍ 付近 と斜 面中間部、 及び下段石垣付近 で確認 で きた。Ⅲ 区西端か ら3ｍ 付近 まで はなだ らか

な傾斜で落 ち、第 Ⅰ層 下に第Ⅲ層 （地 山）が現れ る。 この第Ⅲ層 はⅢ区の地 山に続 くもの と考 えら

れ る。Ⅲ区西端 よ り4ｍ 付近 か らは、地 山は部分的 に見 え隠れ し、再 び地 山が現れ るの は、Ⅲ区西

端 より9ｍ 付近 か ら下段石垣 にかけての約6ｍ の間 にか けてで ある。 この層 は下段 に続 くもの と捉

えて もよいのではないか と考 え る。 この地 山を利 用 して石 垣 を築 き、同時 に削平 して下段 の平場 を

造成 した もの とも考 え られ る。 またこの調査区 は攪 乱が著 しく、原地形 の姿 を捉 えることは難 しい。

遺物 は土師質 土器 片、陶器 片、瓦片が少量 出土 して いる。

（2）TR2（ 図73）

斜面 の西端近 くに設定 した、 幅0.8ｍ 、 長 さ17.2ｍ 大の トレンチで ある。Ⅲ 区西端 か ら4ｍ 付近

まで は黒色粘質土が堆積 し、地 山の確 認 はで きていない。地 山が捉 え られ るのは、Ⅲ 区西端か ら10

ｍ付近 よ り石垣 までの約7ｍ の間で ある。 この部分 にはTR1と 同様 に石垣 が築 かれ、 その際 に併

せて下段の平場造成が行われ た可能性 が ある。Ⅲ区か らの地 山の続 き具合 は確認 で きていないが、

上 段部北西側 は、大量の盛土で造成がな されてい るのではないか と考 え られ る。遺物 は土師質土器

片、須 恵器 片、陶磁器片が少量出土 した。
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（7） Ⅶ区の調査

1． Ⅶ区の概要

Ⅶ区は 『御台所屋敷跡』の下段の中にあ り、本

調査区全体の中では西端に位置する。調査面積は

72㎡である。調査前の地形は平成5年 度の調査で

検 出された遺構、石列、石垣等が地表面に残 され

ていた。下段は上段か ら約6.4ｍ の段差 をもって

落ち、その斜面下方には石垣が築かれていた跡が

残る。下段の平場は地山を削平 して整地 され、整

地面南側 に石組の排水溝、北側には石列状遺構、

また、遺物 と しては魚貝類 、動物 の骨等 が確認 され てい る。

今回の調査 では、以下 の2点 について確認す るこ とを目的 とした。第1点 目は、昨年度検 出 した

南側 の排水溝 の続 きを調査 区内において確認す るこ と。第2点 目は、昨年度 の トレンチ調査 におい

て、現遺構面 よ り約0.8ｍ 下位 で確認 されていた遺構 面の広が りを確認す るこ とで ある。

図74Ⅶ 区 の位 置 （S＝1/1,500）

2． 層 序 （図75）

調査 によ り確認 で きた基本層序 は、第 Ⅰ層 ：整地層 である。土色 は灰黒色で小石 、漆喰、瓦 片が

混在 していた。 この第 Ⅰ層 か ら、大量 の瓦、少量の陶磁器、須恵器が出土 した。細片 も含 めた出土

遺 物の総数 は、瓦が950点 、 その他 が57点 あった。第 Ⅰ層上 面 は昨年度 の遺構検 出面 であ り、整地

面 と考 え られ る。 この整地面 の下約0.8ｍ に地 山面 を確認 した。地 山面 では23基 の ピ ッ ト状遺構 を

検 出 し、 また、 この面か ら北側へ0.8ｍ 上 が った整地面 で土坑状遺構1基 とピッ ト状遺構2基 を検

出 した。

3． 検 出の遺構 ・遺物

Ⅶ区では第 Ⅰ層上面で土坑状遺構1基 、ピット状遺構2基 、南側の石組の排水溝の続 きの石2点 、

さらに第 Ⅰ層下面の地山面でピット状遺構23基 を検出 した。出土遺物は、遺構及び整地層から土師

質土器、須恵器、陶磁器、瓦片が認め られた。以下、遺構 とその出土遺物、そ して各層出土の遺物

の順で記述する。

（1）遺構

検出できた遺構の中で、土坑状遺構1基 、ピット状遺構1基 、石組の排水溝の遺構について記述

する。ピット状遺構 は25基検出されたが、そのうち、遺物 を伴 うものが3基 あった。その中で土師

質土器片を伴ったもの1基 を取 り上げた。またここで取 り上げなかったピット状遺構 については、

殆ど遺物 を伴わない時期不明な もが多い。石組の排水溝の遺構は新たに検出した石 と昨年度検出分

の一部 も含め取 り上げた。



①土坑状遺構SK1（ 図78）

調査区の東部 に位 置す る。平面形 は不整 の長方形 で中央付近 は トレンチに より切断 され ている。

長軸長8.50ｍ 、短軸 幅1.00ｍ 、検 出面 か らの深 さは0.40ｍ である。掘 り方の断面形 は箱形で ある。

埋土 は、黄 茶色の礫 土であ る。

遺物 は土師質土器 片、須 恵器 片、磁器 片、瓦 片が 出土 してい る。 その 中の1点 を図示す るこ とが

で きた。遺構 の時期 の特定 は難 しいが、 中世 か ら近世 の もの と考 え られ る。

SK1出 土遺物 （図76）

509は 青磁 の底部 であ る。残存状 態か らは器種 の判 断 は難 しいが、碗 で はないか と思 われ る。畳

付、高台内 は無釉 であ る。16世 紀 あた りの龍泉系輸入青磁 ではないか と思われ る。

図75Ⅶ 区全体図 ・土層断面図



図76Ⅶ 区 出土遺物

② ピッ ト状遺構P1（ 図77）

調査 区の西部、整地面 より0.8ｍ 下 がった遺構 面の南隅 に集 中す るピッ ト状遺構 の1基 で ある。

掘 り方の平面形 は不整の舟形で、長径1.10ｍ 、短径0.20ｍ 、検 出面か らの深 さは0.44ｍ で ある。掘

り方は、 中央部 に深 さ0.22ｍ の台状部 があ り、 これ を挾 んで深 さ0.44ｍ の2カ 所の ピ ッ ト状 部分 が

あ る。埋土 は黄茶色礫 土で ある。

遺物 は土師質土器片1点 が出土 したが、 図示 はで きなかった。遺構 の時期の特定 は難 しい。



図77Ⅶ 区P1

③石組の排水溝SD1（ 図79）

調査対 象地 の南部 に位置 し、平成5年 度調査 に

よ り確 認 され た遺構 の南 端 か らフ ェ ンス までの

間、南北0.5ｍ 、東西0.5ｍ の部分 を調査 した。 こ

の部分 で石列 の続 きの石 を2個 確認 した。 いずれ

も石 材 は石 灰岩 、平 面 形 は不整 形 で、 長 径0.4

ｍ、短径0 .2ｍ ほ どの角礫で ある。検 出面 より0.1

ｍの高 さを残 して埋 め られ てい る。遺物等の 出土

はなか った。時期 の特定 は難 しい。

（2） 遺物 （図76）

Ⅶ 区では第 Ⅰ層 より、多量の瓦片 と、少量で は

あ るが土師質土器片、陶磁 器が、 また、遺構 か ら

は土師質土器、須恵器、陶磁器、瓦片が出土 して

い る。その中で図示で きた もの は10点 で ある。

以下 に第 Ⅰ層 出土遺物 を器種別 にその内容 を記述

す る。

図78Ⅶ 区SK1



図79Ⅶ 区SD1

①土師質土器

508は 土師質土器 の坏 と思 われ る。 内外面 には右 回 りと思われ るロクロ成形 による回転 ナデ痕 が

残 る。 口縁 端部は尖 り、外面 には浅 い沈線状 の凹み1条 が巡 る。時期 は近世の もの と思われ る。

②陶器

510は 備前焼 の壺 で ある。外 面 には4段 以上 の凹線 を巡 らし、凹線 間に3条 の平行 なへ ラ描 きの

波状文 が入 れ られてい る。 内外面 にロクロ成形 に よる と思 われ る回転 ナデ痕 が見 られ る。511は 備

前焼の壺の底部であ る。底 部 は平底 であ り、植物茎部 （？）の圧痕が残 る。 内外面 は回転台成形 と

思 われ る横ナデ痕 が見 られ る。外面 は不規則 な凹線 が巡 らされ、底部際 には浅 い沈線 （？）が1条

入 ってい る。 内面 には左右 断続 した横ナ デ痕 が残 る。510と 同 じ器種 と考 え られ る。時期 は14世 紀

～15世 紀 あた りの もの と思われ る。512は 備前系 の壺 また は瓶 と思 われ る。内外 面 にロク ロ成形 と

思 われ る回転ナデ痕 が残 る。高台内 に2次 的な研磨 が見 られ る。時期 は不明で ある。

③磁器

513は 白磁の碗の底部で ある。 高台部分 は無釉 であ る。産地、年代 は不明で ある。514は 肥 前系 の

染付 の猪 口ではないか と思われ る。畳付 は無釉 であ る。 口縁 か ら胴部 に焼 け歪みが あるが、 口縁 は

外反 してい る。文様 は外 面 に植 物文、 口縁下 に2条 、高 台際に1条 、高 台外面 に2条 の界線が描 か

れてい る。 内面 は無文で ある。 また、高台内に 「宣明年製」 の銘が入 っている。時期 は18世 紀後 半

の もの と思 われる。



④瓦

515～517は 軒丸瓦 の瓦 当部で あ る。515は 型押 しによる三 ツ葉柏 文が描 かれてい る。葉脈の表現

はない。側面、裏面 にはナデ調整痕 が残 る。丸瓦部 は殆 ど残 って いない。516は 珠 文12個 、右 巻 き

で尾部が接 して円 を描 く三つ巴文が描 かれ、型押 し成形 による布 目圧痕 （？）が見 られ る。周縁部

は型押 しの後 に調 整 され、全面 にはナデ調整痕 が残 る。丸瓦 部は殆 ど残 っていない。瓦 当面、側面

の一部 に銀化部分 が見 られ る。517は 珠文17個 、左巻 きで尾部 が離れ た三つ 巴文 が描 かれて いる。

巴文の先端部 は尖 った もの2個 と丸い ものが1個 で あ り、頂部 は面 を成 してい る。 また、文様面 に

は木 目圧痕 が残 るが、摩滅 してい る。周縁部 は型押 し後 に調整 されてお り、全面 にはナデ調整痕が

残 る。518は 軒平瓦 の瓦 当部で ある。平瓦部 は殆 ど残 って いない。 型押 し成形 に よる唐 草文が描か

れ ている。周縁 部 は型押 し後整形 が成 されてい る。 全体 にはナデ調整痕 が残 る。

表3Ⅶ 区 ピッ ト状遺構計測表



第Ⅴ章 総括

今 次の調査で は、 Ⅰ～Ⅶ区 に関 して上 述の ような調査成果 が得 られた。本章では、その中の幾つ

かの点に関 して若干の所見 を記 し、 ま とめ とす る。

（1） Ⅰ区遺構群 につ いて

Ⅰ区では、整地層 とみ られ る第 Ⅱ層上面 にお いて、石 列状遺構 ・礎石 ・溝状遺構 ・土坑状遺構等

の遺構 を検 出 した。石列状遺構 ・礎石 （SX1） の年代 ・性格等 の不明な こ とは既 に述べ た とお り

であ る。一 方、主 に Ⅰ区の北半部分 に集 中 してい る溝状遺構 ・土坑状遺構 （SD1、SK1～3）

等 の遺構群 は、大量の瓦 （総重量1364.3㎏ ） をは じめ、漆 喰 ・釘等 の建 築材 、及び土器 ・陶磁器等

の遺物 を伴 っていた。 これ らの遺構 群の埋土 は、土 よりも瓦 ・漆 喰等の建 築材の方が量 的 に上 回っ

てお り、SK2は 特 にその傾向が顕著 に現われて いた。埋土の堆積状 態 は、SK1・SK2に つい

て は数層 に区分 で きているが、各層の包含す る遺物 に明瞭 な変化 はみ えず、 きわめて短期 間 に掘削

・投棄 （埋没） がおこなわれ た もの と理解 され る。 この ように、瓦のみでな く、漆 喰や瓦釘、更 に

は建材 とみ られ る粘土塊 まで もが ご く限 られ た期 間の うちに投入 されてい る状 況 は、何 らかの理 由

によって、城 内の瓦葺 き建築物 （建築木材 を全 く含 まないこ とか ら、おそ ら く塀等 で あると想定 し

て いるが、木材 のみ他所へ処分 している可能 性は否 め ない。） を撤 去 した際の廃 材がその まま廃棄

された もの と捉 え るこ とが で きる。 この こ とは、各遺構 出土瓦の刻銘 の違 い に も現 われてい る。本

書 では瓦 の刻銘 につ いて は全 く触 れ るこ とが で きな かったが、 出土瓦 に記 された刻銘 のバ リエー

シ ョンは、遺構 ご とに異 な る様相 を示す という見通 しを得て いる。そ うす る と、解体 した瓦葺 き建

築物の箇所 に よって異 なる廃棄坑 を堀 り、廃 材の処 分 を実施 した とい う状 況が想定で き、各遺構 は

複数の解体作業工程 のそれ ぞれの帰着点 として遺 され た という理解 に到達で きる。城 内の構築物 が
（1）

ある一定まとまって解体された機会 としては、廃藩置県を契機 として明治6年 から実施 されたもの

を容易に想起することができるが、御台所屋敷跡に関 していえば、昭和25年 の高知市立動物園開園

の際にも同様の行為がなされた可能性が否定で きない。また、SK2か らビール缶が出土 したこと、

SK3が 白磁猪 口の金文字銘から1898年 を遡 らないこと等 は、それらの形成 を明治6年 の契機に接

近させることを困難にしている。同様 に、SD1・SK1に ついて も、埋没年代がどこまで下 るの

か、現段階では判然 とさせ難い。

以上から、 Ⅰ区北半部分に集中する遺構群は、相互に前後関係 をもつ可能性 は否定できないが、

同様の意図に基づいて形成 された廃棄行為の跡であると把握で きる。それぞれの廃棄坑における大

量の出土瓦の分析は、おのおのの構築物の解体前の様相 をより明瞭に描出 し、更には城内における

本来の構築箇所の特定 をも実現 させる可能性を有 している。今次調査箇所に瓦等の廃材が投棄 され
（2）

たという記録 は、現時点において見出せていないが、あるいは伝御台所屋敷跡東側に存在 した瓦葺
（3）

き塀の用材が持 ち込まれた可能性も浮上する。遺構 出土瓦の型式学的検討と併せて、再考の必要を

痛感 している。



（2） Ⅰ区出土遺 物 につ いて

Ⅰ区では、遺構外の もの も含めて、多種多様な遺物が出土 している。それらは近世の所産のもの

を中心 としているが、その中で も夥 しい量が出土 した瓦については、上述 したように各種の情報抽

出の可能性を秘めた資料 として評価できよう。瓦 に関 しては、刻銘、瓦当文様、製作技法等、多 く

の課題のあることは認識 されるが、本書ではこれらの課題 についての検討等 はいうに及ばず、出土

瓦の図示す ら十分 にな し得なかった。前節 と重複するが、再考 を期 したい。

また遺構外出土の ものであるが、中世以前の所産 とみられる須恵器甕片の出土がみられた。中世

以前にまで遡上する遺物の確認は、従来の高知城跡の年代幅に対する認識 を改めさせ るものであり、

今後の高知城跡 （大高坂山）の調査 に際 しては、高知城以前の遺跡の存在に も注意 を払わねばなら

ないであろう。

（3） Ⅲ区中世遺構群 について

Ⅲ 区では15～16世 紀代 の柱 穴等 の遺構 が、遺物 を伴 って検 出で きた。 高知城 内において、 中世 に

遡 る遺物の 出土例 は知 られて いたが、 当該期 の遺構 が確 認で きたのは初 めての ことであ る。建物跡

としての復元 はな し得ていな いが、立地等 の状 況か らすれば、中世城郭 の空間の一部 ではないか と

み られ る。

遺物包含層 も含 めた出土遺物 には、青磁 ・染付 ・備 前焼等 の15～16世 紀代 に帰属 させ得 るもの と、
（4)

それ以前にまで遡る石鍋等の遺物の2群 が存在する。前者は戦国時代の本山氏あるいは長宗我部氏

支配下にあった当時の大高坂城 に相 当する年代の所産であ り、後者は更に戦国時代以前の遺跡の存

在 をも示唆する資料である。後者について、南北朝時代の大高坂氏に直結 させ られるほどに詳細な

検討はできていないが、上述 した Ⅰ区出土の須恵器片のように、大高坂城以前の遺跡の傍証 となる

資料の出土 もみ られた。

今次調査において、戦国期に位置づ けることのできる遺構が明瞭に検出できたことは、最 も重要

な成果の一つ といえるが、加えてそれ以前の遺跡存在の一端がみえたことは、今後の調査研究に向

けた貴重な指針が獲得できた もの と評価 されよう。

（4） Ⅲ区近世遺構群 とその出土遺物 につ いて

Ⅲ区では上述の中世遺構群に加えて、近世の遺構 も確認 された。それ らは、南西部の ピット状遺

構については中世遺構 との重複 ・混在がみとめられるが、主に北部 ・東部には土坑状遺構等の大型

のものを含む近世遺構が集中する傾向がある。中でもSK3～SK5か らは多量の出土遺物が得ら

れてお り、比較的近接 して存在するこれら3基 の土坑状遺構の検出は、今次調査成果の中で も、特

に重要な位置を占めるもの と評価できる。以下、3基 の遺構に関する現時点での所見を記 してお く。

SK3は 、Ⅲ区北部に位置 してお り、遺構の平面形はほぼ東西を指向する長方形で、東側 に不整

舟形で掘 り込みの浅い部分がある。この浅い掘 り込み部分は、本来の掘 り方ではない可能性が考 え

られる。遺物の大半は深い掘 り込みの長方形部分から出土 している。出土遺物には、土師質土器 ・

焼塩壷 ・唐津 ・陶磁器 ・瓦があり、出土量では土師質土器が圧倒的多数を占める。瓦については遺



構面上部 か らの混入の可能性が あるが、その他の出土遺物 については一 定の短期 間の うちに埋没 し

た一括性 の高 い もの と捉 え られ る。土師質土器 はいわゆ るかわ らけで、すべ て ロク ロ成形 の もの と

み られ る。器形 は坏形な い しは皿 形 を呈す るが、いずれの形 態 にすべ きか帰属 の不 明瞭な もの も認

め られ る。現段階で これ らの土器群 に形態 ・製作技法 の異な る二者 が存在 す ることを確認 している。

一つ は器厚が比較 的薄手の もので、 口縁 端部 は尖 らせ ることが多 く、内底面 中央部分 は押圧 に よっ

て凹 ませ る傾向が あ り、成形時の ロクロ回転 方向が右 回 りにほぼ まとまってい るもの。今一つ は、

厚手 の器厚で 口縁 端部 は丸 くお さめ、内底面 中央部 を凹 ませ る指 向はみ られず、左 回 りのロクロに

よって形成 され た もので ある。一方、共伴 す る唐津 は胎土 目積 み段 階の もので、1600～1610年 代 に
（5） （6）

位置づ け られ、焼塩 壷 も、蓋 ・身 ともに少 な くとも17世 紀段 階の形態 の もの とい うこ とがで きる。

従 って、共伴遺物の年代 か ら17世 紀初頭 の一括遺物 と して評価 す ることがで きよう。

SK4は 平面形が不整楕 円形 を呈す る土坑状遺構 で、検 出面 か ら1ｍ 余 りの掘 り込 みを有す る。

出土遺物 には、土師質土器 ・青磁 ・白磁 ・唐津 ・瓦等 があ り、取 り上 げ時 の混入 とみ られ る瓦 を除

いて、一括性の高い資料群 と認め られ る。遺物 の組成 をみ ると、土師質土器 （かわ らけ）が圧倒 的

に多数 を占め、 あたか も一 括投棄 とい う状況 を呈 す。 これ らの土師質土器 は、SK3出 土土器で前

者 とした特 徴の もの （器壁 は薄 手、 口縁部 は尖 る傾 向で、 内底面 中央部 は凹み、 ロクロは右回 り）
（7）

で 占め られ る。共伴 した胎土 目積 み段 階の唐津碗 に よ り、1600～1610年 代 に位置付 け られ る土器群

と理解 され る。

SK5は 平面形 が東西 に長い不整長 方形状 を呈 し、SK3の 東方延長戦上 にほぼ同一の長軸 方向

を指 向 して存在 す る。出土遺物 には土師質土器 ・唐津 ・陶磁器等が あ り、僅か な混入がみ られ る も

のの、一括資料 と しての有 用性 の高い土器群 と評価 で きる。 出土遺物 は、土師質土器 ・唐 津 ・陶磁

器が あるが、 ここで も土師質土器 （かわ らけ）が圧倒的多数 を占め る。土師質土器の構 成 をみ ると、
（8）

上述 したSK3に おける二者の共存が認められ、共伴する唐津碗 ・皿によって1600～1610年 代 とい

う帰属年代が導き出される。

以上の記述から知れるように、これら3基 の土坑状遺構 はほぼ同時代の所産の可能性の高いもの

であり、各遺構で大量に出土 している土師質土器をみても、相互に大 きな隔絶を感 じさせ るもので

はない。現時点で指摘 しえた土師質土器の二者については、同時期 における2系 統の製作主体の存

在のみな らず、器形による用途の別を示唆する可能性のあることも認識 されよう。本章では漠然 と

しか示せなかった土師質土器における二者については、各遺構での両者の組成比を定量的に把握 し、

更に異なる土器群の抽出等を試みたのちに、当該期の器種構成の一様相 として、改めて論ずべ きも

の と考えられる。 また、そうす ることによってSK3・5間 の類似性や、3つ の遺構間の相互関係

（ともすると性格 までも）が導出され、そのことが近世初頭の 「御台所屋敷」曲輪の性格 ・機能へ

と接近させ るものとなろう。いずれにして も、肥前系陶器の伴出によって埋没年代が特定できる、

当該期の数少ない一括遺物 として、3基 の土坑状遺構出土の土器群は慎重に扱われるべ き資料 とい

えよう。
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（2）武市佐市郎著 「高知公 園史 （續 ）」 （註（1）文献） の明治7年7月 の項 には、公 園整備 に際 して生

じた割れ瓦 ・石等 の搬 出先 について、 「‥舊御屋敷御 門東脇南北 之湟東西堤見通 を限 り、瓦石 等

捨場 に御渡相成候 は ゝ、 ‥」 とい う記録 がみ られ る。

（3）獅子の段 （現在 は 「梅 の段」 と して親 しまれてい る）南西部分 に相 当す る。 この部分の瓦葺 き塀

は慶安4（1651） 年7月 の 「高知城跡古 図」 （高知市民図書館蔵） をは じめ とす る古絵図 に記載

されてお り、明治6年 の解体 に至 るまでは存在 した ことが しられる。

（4）木戸雅 寿氏の型式分類編 年 （木 戸雅寿 「石鍋 の生産 と流通 につ いて」 『中近世土器の基 礎研究』

Ⅸ 日本 中世土器研究会1993年 ） に よれば、Ⅲ類 －a－2あ るいはⅢ類 －bと され る ものであ

り、12～13世 紀代 とい う年代 が導 かれ る。一方、木戸氏の年代比定 に関 して は他の器種 との間 に

齟齬 を きたす ことも指摘 されてい る。 （中鉢 賢治 「石成遺跡 出土の石鍋 につ いて」 『研究所報 』

No.52財 団法 人静岡県埋蔵文化財調査研究所1994年 ）
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（6）渡辺 誠 「物資の流 れ－江戸 の焼塩壷 －」 『季刊考古学』第13号 雄 山閣出版1985年

渡辺 誠 「焼塩壷 」 『江 戸の食文化』吉川 弘文館1993年
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PL． １

Ⅰ区調査前状況 （南西より）

Ⅰ区 トレンチ北壁 断面 （南西 よ り）



PL．2

Ⅰ区北半部遺構検出状況 （南西より）

Ⅰ区完掘状況 （南 よ り）



PL．3

Ⅰ区SX1礎 石 ・石列状遺構 （南 よ り）

Ⅰ区SD1検 出状況 （南 よ り）



PL．4

Ⅰ区SD1完 掘状況 （南西 よ り）

Ⅰ区北半部完掘状況 （南西 より）



PL．5

Ⅰ区SK2半 截土層断面 （南 より）

Ⅰ区SK1完 掘状況 （西 より）



PL．6

Ⅰ区SK3完 掘状況 （南 より）

Ⅱ区遺構検出状況 （南西より）



PL．7

Ⅲ区調査前状況 （東より）

Ⅲ区完掘状況 （東 より）



PL．8

Ⅲ区遺構検出及び完掘状況 （東 より）

Ⅲ区完掘状況 （北 より）



PL．9

Ⅲ区西壁土層断面 （東より）

Ⅲ区北西部 トレンチ （南 より）



PL．10

Ⅲ区ピット状遺構及び遺物出土状況



PL．11

Ⅲ区SK3遺 物出土状況



PL．12

Ⅲ区SK3遺 物出土状況 （東 よ り） 同完掘状況 （東より）

Ⅲ区SK4・5完 掘状 況 （東 より）



PL．13

Ⅲ 区SK4完 掘状況 （南東 よ り）

Ⅲ区SK5完 掘状況 （南 より）



PL．14

Ⅳ 区TR1（ 南 よ り）

Ⅳ 区TR2～4（ 南 西 よ り）



PL．15

Ⅳ区TR2（ 南 より）

Ⅳ区TR3（ 南 よ り）



PL．16

Ⅳ区TR4（ 南 よ り）

Ⅴ区TR1（ 北東 よ り）



PL．17

Ⅴ区TR2（ 北 よ り）

Ⅵ区TR1（ 西 よ り） Ⅵ 区TR2（ 西 より）



PL．18

Ⅵ区TR1下 半部南壁土層断面 （北より）

Ⅵ区TR2下 端部南壁土層断面 （北 より）



PL．19

Ⅶ区遺構検出状況 （北より）

Ⅶ区完掘状況 （北 より）



PL．20

Ⅶ区SD1完 掘状況



PL．21

出土遺物1



PL．22

出土遺物2



PL．23

出土遺物3



PL．24

出土遺物4



PL．25

出土遺物5



PL．26

出土遺物6



PL．27

出土遺物7



PL．28

出土遺物8



PL．29

出土遺物9



PL．30

出土遺物10



PL．31

出土遺物11



PL．32

出土遺物12
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（附）高知城跡基準点一覧

平成6年 度の調査 に関連 して、高知城 内に3級 基 準点4点 を設置 した。今後の調査 に際 して は、

公共座標 に基づ く測量 を実施す ることに より、調査地 点 ・検 出遺構等 の相互関係 をよ り鮮 明に把握

す るこ とが可能 となろ う。以下 に各 点 （KP－1～KP－4） の、第Ⅳ系 におけるX・Y座 標、及

び海抜高 を記す。 なお、基 準点の設置はアジア航測株式会社 に委託 し、GPS測 量 によって実施 し

た。

基準点座標一覧

基準点配置図
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